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平成２９年６月１５日判決言渡 

平成２８年（行ケ）第１０２２６号 審決取消請求事件 

口頭弁論終結日 平成２９年６月１日 

判 決 

    

        原 告    株 式 会 社 Ｍ Ｔ Ｇ 

         

        訴訟代理人弁護士    櫻 林 正 己 

             弁理士    小 林 徳 夫 

    

        被 告    株式会社遊気創健美倶楽部 

         

       訴訟代理人弁護士    小  松  陽 一 郎 

                    川  端  さ と み 

                    山 崎 道 雄 

                    藤 野 睦 子 

                    大 住  洋 

                    中 原 明 子 

                    原  悠 介 

                    前 嶋 幸 子 

             弁理士    西  教  圭 一 郎                             

主 文 

１ 原告の請求を棄却する。 

２ 訴訟費用は原告の負担とする。 

事 実 及 び 理 由 

第１ 請求の趣旨 
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 特許庁が無効２０１５－８００１９１号事件について平成２８年９月１２日にし

た審決を取り消す。 

第２ 事案の概要 

 本件は，特許無効審判請求を不成立とした審決の取消訴訟である。争点は，進歩

性の有無（相違点に係る判断の当否）である。  

 １ 特許庁における手続の経緯 

被告は，名称を「美顔器」とする発明についての本件特許（特許第５３２９６０

８号）の特許権者である（甲１）。 

本件特許は，平成２０年８月３１日に出願した特願２００８－２５５１３７号を，

平成２３年６月２２日に分割出願した特願２０１１－１３８９８０号に係るもので

あり，平成２５年８月２日に設定登録された（甲１）。 

原告は，平成２７年１０月１５日付で本件特許の請求項１～６に係る発明（以下，

それぞれ，「本件発明１」，「本件発明２」などといい，まとめて「本件発明」という。）

について無効審判請求をし（無効２０１５－８００１９１号），特許庁は，平成２８

年９月１２日，「本件審判の請求は，成り立たない。」との審決をし，その謄本は，

同月２８日，原告に送達された。 

 ２ 本件発明の要旨 

 本件発明の要旨は，以下のとおりである。 

（本件発明１）  

「（ａ）炭酸ガスを導く可撓性ホースＰと，  

（ｂ）スプレー本体Ｓであって，  

 （ｂ１）可撓性ホースＰの一端部に接続され，  

（ｂ２）スプレー本体Ｓの先端に設けられる噴出ノズル３１と，  

  （ｂ３）スプレー本体Ｓに設けられ，所定量の化粧水を収納するカップ２９

と，  

（ｂ４）スプレー本体Ｓに設けられ，スプレー本体Ｓを保持した手先Ｈで操作
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される操作部３０とを備え， 

（ｂ５）可撓性ホースＰからの炭酸ガスを，操作部３０の操作によって開閉し， 

（ｂ６）操作部３０の操作によって開いている状態で，可撓性ホースＰから導

かれた炭酸ガスを，噴出ノズル３１から噴出させて，カップ２９内の化粧水ととも

に，炭酸混合化粧水を，霧状に噴射するスプレー本体Ｓと，  

（ｃ）炭酸ガス供給用ボンベＢであって，  

（ｃ１）全体の形状が上下に細長く形成され，  

（ｃ２）上端噴出口頭部３と，  

（ｃ３）上端噴出口頭部３に形成されるネジ４と，  

（ｃ４）上端噴出口頭部３に設けられる封印膜３ａとを有する炭酸ガス供給用

ボンベＢと，  

（ｄ）一方向および反対方向に水平回転可能な円形調整用摘子１７と，  

（ｅ）炭酸ガス供給用ボンベＢを収納する直立型ボンベ収納ボックスＸであって， 

（ｅ１）上側筒体１であって，  

 下開口であり，  

 円形調整用摘子１７は，上側筒体１の上方で操作可能であり，  

 この上側筒体１内には，  

 炭酸ガス供給用ボンベＢのネジ４が，炭酸ガス供給用ボンベＢを取替え可能に，

捻じ込まれるネジ孔６が形成され，  

 炭酸ガス供給用ボンベＢのネジ４をネジ孔６に捻じ込んだ際，その炭酸ガス供給

用ボンベＢの封印膜３ａを貫通して炭酸ガス供給用ボンベＢからの噴出ガスを導く

ガス流通路が形成され，  

 円形調整用摘子１７の回転によって炭酸ガス供給用ボンベＢからの前記ガス流通

路を介する炭酸ガスの噴出調整をして，可撓性ホースＰの他端部に供給する上側筒

体１と，  

（ｅ２）下側筒体２であって，  
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 上開口であり，  

 上側筒体１の下端開口縁と着脱自在であり，  

 上側筒体１の前記ネジ孔６に炭酸ガス供給用ボンベＢのネジ４を捻じ込んだ状態

では，上側筒体１とともに，炭酸ガス供給用ボンベＢの上端噴出口頭部３を隠蔽し

て炭酸ガス供給用ボンベＢを収納し，  

 底部が着座する下側筒体２とを備える直立型ボンベ収納ボックスＸを含むことを

特徴とする美顔器。 」 

（本件発明２）  

 「操作部３０は，レバー形式であり，  

 スプレー本体Ｓは，操作部３０の引き付け操作によって開いている状態とするこ

とを特徴とする請求項１記載の美顔器。 」 

 （本件発明３）  

 「操作部３０は，押しボタン形式であり，  

 スプレー本体Ｓは，操作部３０の操作によって開いている状態とすることを特徴

とする請求項１記載の美顔器。 」 

 （本件発明４）  

 「上側筒体１内には，  

 炭酸ガス供給用ボンベＢのネジ４をネジ孔６に捻じ込んだ際，炭酸ガス供給用ボ

ンベＢの上端噴出口頭部３に対峙し，その炭酸ガス供給用ボンベＢの封印膜３ａを

貫通する噴出用管１１が設けられ，  

 前記ガス流通路は，炭酸ガス供給用ボンベＢの封印膜３ａを貫通した噴出用管１

１からの噴出ガスを導くことを特徴とする請求項１～３のうちの１つに記載の美顔

器。 」 

（本件発明５）  

 「円形調整用摘子１７の回転によって，炭酸ガス供給用ボンベＢからの前記ガス

流通路を介する炭酸ガスの噴出，停止もすることを特徴とする請求項１～４のうち
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の１つに記載の美顔器。 」 

 （本件発明６）  

 「直立型ボンベ収納ボックスの下側筒体を有底で，而も下広状のスカート状に形

成したことを特徴とする請求項１～５のうちの１つに記載の美顔器。」  

 ３ 審決の理由の要旨 

(1) 原告の主張した無効理由の要旨 

ア 無効理由１  

本件発明１，２，４及び５は，実用新案登録第３１３６４６５号公報（甲２。以

下，「引用文献」という。）に記載された発明（以下，「引用発明」という。）に

特開昭６３－２４３６２０号公報（甲３。以下，「甲３文献」という。）に記載さ

れた技術（以下，「甲３発明」という。）を組み合わせることにより，本件発明３

は，引用発明に甲３発明及び特開平１１－２６２７００号公報（甲５）に記載され

た技術（以下，「甲５発明」という。）を組み合わせることにより，本件発明６は，

引用発明に甲３発明及び特開平１０－１９７１９号公報（甲６。以下，「甲６文献」

という。）に記載された技術（以下，「甲６発明」という。）を組み合わせること

により，いずれも，当業者が容易に発明をすることができたものであり，特許法２

９条２項の規定により特許を受けることができないから，本件特許は特許法１２３

条１項２号の規定により無効とされるべきものである。  

イ 無効理由２  

本件発明１，２，４及び５は，引用発明に特開昭６４－３３４１０号公報（甲４。

以下，「甲４文献」という。）に記載された技術（以下，「甲４発明」という。）

を組み合わせることにより，本件発明３は，引用発明に甲４発明及び甲５発明を組

み合わせることにより，本件発明６は，引用発明に甲４発明及び甲６発明を組み合

わせることにより，いずれも，当業者が容易に発明をすることができたものであり，

特許法２９条２項の規定により特許を受けることができないから，本件特許は特許

法１２３条１項２号の規定により無効とされるべきものである。 
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(2) 引用発明の認定 

「炭酸ガスを導く炭酸ガス供給用パイプ９と，  

スプレー本体１であって，  

 炭酸ガス供給用パイプ９の一端部に接続され，  

 スプレー本体１の先端に設けられる噴出ノズル８と，  

 スプレー本体１に設けられ，所定量の化粧水を収納する化粧水収納カップ５と，  

 スプレー本体１に設けられ，スプレー本体１を保持した手先Ｈで引き操作により

開いている状態とする操作レバー１２とを備え，  

 炭酸ガス供給用パイプ９からの炭酸ガスを，操作レバー１２の操作によって開閉

し，  

 操作レバー１２の操作によって開いている状態で，炭酸ガス供給用パイプ９から

導かれた炭酸ガスを，噴出ノズル８から噴出させて，化粧水収納カップ５内の化粧

水とともに，炭酸混合化粧水を，霧状に噴射するスプレー本体１と，  

炭酸ガス供給用ボンベＢであって，  

 全体の形状が上下に細長く形成された，  

炭酸ガス供給用ボンベＢと，  

スプレー本体１の後方に設けられるとともに操作可能であり，回転によって炭酸

ガス供給用ボンベＢからのスプレー本体１での炭酸ガスの噴出調整をする，一方向

および反対方向にスプレー本体１の導管４の軸と垂直な面で回転可能な噴出調整用

摘子１６と，  

上部構造物であって，  

炭酸ガス供給用ボンベＢの上部に設けられ，ガス供給用パイプ９の他端部が接続

される上部構造物と，  

ボンベ支持筒であって，  

 上開口であり，その巾広の底部が着座するボンベ支持筒と，  

を備える，美顔器。」 
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 (3) 甲３発明の認定 

「燃性ガスを導く管６及び支燃性ガスを導く管７と，  

 トーチ部８であって，  

管６及び管７の一端部に接続され，  

トーチ部８の先端に設けられる火口８ｂと，  

管６から導かれた燃性ガス及び管７から導かれた支燃性ガスを，内部にて混合し火

口８ｂから噴出させるトーチ部８と，  

 燃性ガスボンベ４及び支燃性ガスボンベ５であって，それぞれ，  

全体の形状が上下に細長く形成され，  

上端の小径部と，  

上端の小径部の装着端に設けられる封板と  

を有する燃性ガスボンベ４及び支燃性ガスボンベ５と，  

 一方向および反対方向に水平回転可能な調圧ダイヤル２ｒ及び調圧ダイヤル３ｒ

と，  

 燃性ガスボンベ４及び支燃性ガスボンベ５を収納する，調圧機構２及び調圧機構

３を有する収納ケース１，及び蓋体１ｄであって，  

 調圧機構２及び調圧機構３を有する収納ケース１であって，  

下開口であり，  

調圧ダイヤル２ｒ及び調圧ダイヤル３ｒは，収納ケース１の上方で操作可能であり，  

この調圧機構２及び調圧機構３を有する収納ケース１内には，  

燃性ガスボンベ４が，燃性ガスボンベ４を取替え可能に，螺着されるボンベホルダ

２ｐと，支燃性ガスボンベ５が，支燃性ガスボンベ５を取替え可能に，螺着される

ボンベホルダ３ｐとを備え，  

燃性ガスボンベ４をボンベホルダ２ｐに螺着した際，透孔２ｊを有する開栓針２ｋ

がその燃性ガスボンベ４の封板を貫通して燃性ガスボンベ４からのガスが前記透孔

２ｊを介して流入される一次側流路２ｉ及び二次側流路２ｔが形成され，また，  
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支燃性ガスボンベ５をボンベホルダ３ｐに螺着した際，透孔３ｊを有する開栓針３

ｋがその支燃性ガスボンベ５の封板を貫通して支燃性ガスボンベ５からのガスが前

記透孔３ｊを介して流入される一次側流路３ｉ及び二次側流路３ｔが形成され，  

調圧ダイヤル２ｒの回転によって燃性ガスボンベ４からの前記一次側流路２ｉ及び

二次側流路２ｔを介する燃性ガスの停止及び調整をして，管６の他端部に供給し，  

調圧ダイヤル３ｒの回転によって支燃性ガスボンベ５からの前記一次側流路３ｉ及

び二次側流路３ｔを介する支燃性ガスの停止及び調整をして，管７の他端部に供給

する，調圧機構２及び調圧機構３を有する収納ケース１と，  

 蓋体１ｄであって，  

上開口であり，  

収納ケース１の下端開口縁と着脱自在であり，  

調圧機構２及び調圧機構３を有する収納ケース１の前記ボンベホルダ２ｐとボンベ

ホルダ３ｐとのそれぞれに燃性ガスボンベ４と支燃性ガスボンベ５を螺着した状態

では，収納ケース１とともに，燃性ガスボンベ４及び支燃性ガスボンベ５を収納す

る，  

蓋体１ｄと  

を備える，調圧機構２及び調圧機構３を有する収納ケース１と蓋体１ｄとからなり

燃性ガスボンベ４及び支燃性ガスボンベ５を収納する  

携帯トーチ。」 

  (4) 甲４発明の認定 

「燃性ガスを導く管と支燃性ガスを導く管との一対の管２３と，  

 トーチ部２２であって，  

一対の管２３の一端部に接続され，  

トーチ部２２の先端に設けられる火口２２ｂと，  

一対の管２３からの燃性ガスと支燃性ガスを，火口２２ｂから噴出させるトーチ部

２２と，  
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 燃性ガスボンベ３０及び支燃性ガスボンベ３１であって，それぞれ，  

全体の形状が上下に細長く形成され，  

上端の小径部と，  

上端の小径部の装着端に設けられる封板と  

を有する燃性ガスボンベ３０及び支燃性ガスボンベ３１と，  

 一方向および反対方向に水平回転可能な２つの調圧ダイヤル３５，３５と，  

 燃性ガスボンベ３０及び支燃性ガスボンベ３１を収納するトーチ本体２１であっ

て，  

 調圧機構４１及び調圧機構４２を有する収納ケース２５であって，  

下開口であり，  

２つの調圧ダイヤル３５，３５は，収納ケース２５の上方で操作可能であり，  

調圧機構４１及び調圧機構４２を有する収納ケース２５内には，  

燃性ガスボンベ３０が，燃性ガスボンベ３０を取替え可能に，螺着されるボンベホ

ルダ５２と，支燃性ガスボンベ３１が，支燃性ガスボンベ３１を取替え可能に，螺

着されるボンベホルダ５２とを備え，  

燃性ガスボンベ３０をボンベホルダ５２に螺着した際，透孔４９ａを有する開栓針

４９がその燃性ガスボンベ３０の封板を貫通して燃性ガスボンベ３０からのガスが

前記透孔４９ａを介して流入される，一次側流路４７ａ及び流体室５４が形成され，

また，  

支燃性ガスボンベ３１をボンベホルダ５２に螺着した際，透孔４９ａを有する開栓

針４９がその支燃性ガスボンベ３１の封板を貫通して支燃性ガスボンベ３１からの

ガスが前記透孔４９ａを介して流入される，一次側流路４７ａ及び流体室５４が形

成され，  

一方の調圧ダイヤル３５の回転によって前記一次側流路４７ａ及び流体室５４を介

する燃性ガスの停止及び調整をして，燃性ガスボンベ３０から一対の管２３の他端

部に供給し，  
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他方の調圧ダイヤル３５の回転によって前記一次側流路４７ａ及び流体室５４を介

する支燃性ガスの停止及び調整をして，支燃性ガスボンベ３１から一対の管２３の

他端部に供給する，調圧機構４１及び調圧機構４２を有する収納ケース２５と，  

 底ケース２６であって，  

上開口であり，  

収納ケース２５の下端開口縁と着脱自在であり，  

調圧機構４１及び調圧機構４２を有する収納ケース２５の２つの前記ボンベホルダ

５２のそれぞれに燃性ガスボンベ３０と支燃性ガスボンベ３１を螺着した状態で

は，燃性ガスボンベ３０及び支燃性ガスボンベ３１を収納する，  

底ケース２６と  

を備えトーチ本体２１を含む  

携帯用トーチ。」 

  (5) 本件発明１について 

ア 本件発明１と引用発明との対比 

 （一致点） 

「炭酸ガスを導く可撓性ホースと，  

スプレー本体であって，  

  可撓性ホースの一端部に接続され，  

  スプレー本体の先端に設けられる噴出ノズルと，  

スプレー本体に設けられ，所定量の化粧水を収納するカップと，  

スプレー本体に設けられ，スプレー本体を保持した手先で操作される操作部と

を備え，  

可撓性ホースからの炭酸ガスを，操作部の操作によって開閉し，  

操作部の操作によって開いている状態で，可撓性ホースから導かれた炭酸ガス

を，噴出ノズルから噴出させて，カップ２９内の化粧水とともに，炭酸混合化粧水

を，霧状に噴射するスプレー本体と，  
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炭酸ガス供給用ボンベであって，  

  全体の形状が上下に細長く形成された，  

炭酸ガス供給用ボンベと，  

 一方向及び反対方向に回転可能な円形調整用摘子と，  

上部構造物であって，  

炭酸ガス供給用ボンベからの炭酸ガスを可撓性ホースの他端部に供給する上部構造

物と，  

ボンベ支持筒であって，  

上開口であり，  

底部が着座するボンベ支持筒と  

 を備える美顔器。」 

（相違点１）  

 炭酸ガス供給用ボンベに関し，本件発明１は，上端噴出口頭部と，上端噴出口頭

部に形成されるネジと，上端噴出口頭部に設けられる封印膜とを有する炭酸ガス供

給用ボンベであるのに対し，引用発明は，これらの発明特定事項を有するものであ

るかどうか不明な点。  

（相違点２）  

上部構造物に関し，本件発明１は，上側筒体であって，その上側筒体は，下開口

であり，その上側筒体内には，炭酸ガス供給用ボンベのネジが炭酸ガス供給用ボン

ベを取替え可能に捻じ込まれるネジ孔が形成され，炭酸ガス供給用ボンベのネジを

ネジ孔に捻じ込んだ際，その炭酸ガス供給用ボンベの封印膜を貫通して炭酸ガス供

給用ボンベからの噴出ガスを導くガス流通路が形成され，可撓性ホースの他端部に

供給する上側筒体であるのに対し，引用発明は，炭酸ガス供給用ボンベの上部に設

けられ，ガス供給用パイプの他端部が接続される上部構造物にすぎず，その上部構

造物は，下開口であるかどうか，炭酸ガス供給用ボンベのネジが炭酸ガス供給用ボ

ンベを取替え可能に捻じ込まれるネジ孔が形成され，炭酸ガス供給用ボンベのネジ
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をネジ孔に捻じ込んだ際，その炭酸ガス供給用ボンベの封印膜を貫通して炭酸ガス

供給用ボンベからの噴出ガスを導くガス流通路が形成されるものかどうか，また，

形状が筒体であるかどうかのいずれも不明な点。  

（相違点３）  

 ボンベ支持筒に関し，本件発明１は，下側筒体であって，その下側筒体は，上側

筒体の下端開口縁と着脱自在であって，上側筒体の前記ネジ孔に炭酸ガス供給用ボ

ンベのネジを捻じ込んだ状態では上側筒体とともに炭酸ガス供給用ボンベの上端噴

出口頭部を隠蔽して炭酸ガス供給用ボンベを収納する下側筒体であるのに対し，引

用発明は，ボンベ支持筒であるにすぎず，そのボンベ支持筒は，上側筒体の下端開

口縁と着脱自在であって上側筒体の前記ネジ孔に炭酸ガス供給用ボンベのネジを捻

じ込んだ状態では上側筒体とともに炭酸ガス供給用ボンベの上端噴出口頭部を隠蔽

して炭酸ガス供給用ボンベを収納するようなものではない点。  

（相違点４）  

本件発明１は，上側筒体と下側筒体とを備え，炭酸ガス供給用ボンベを収納する

直立型ボンベ収納ボックスを有するのに対し，引用発明は，本件発明１の直立型ボ

ンベ収納ボックスに相当するものを有していない点。  

（相違点５）  

 操作部と円形調整用摘子の位置に関し，本件発明１は，「操作部」が「スプレー

本体Ｓに設けられ」るとともに，円形調整用摘子１７が「直立型ボンベ収納ボック

スＸの上側筒体１の上方で操作可能」なように設けられているのに対し，引用発明

は，操作部及び円形調整用摘子の双方ともに，スプレー本体に設けられている点。  

（相違点６）  

 一方向及び反対方向に回転可能な円形調整用摘子の回転方向及び機能に関し，本

件発明１は，直立型ボンベ収納ボックスＸの上側筒体の上方で「水平」操作される

ような回転方向であり，その上側筒体において炭酸供給用ボンベからのガス流通路

を介する炭酸ガスの噴出調整する機能であるのに対し，引用発明は，スプレー本体
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の後方でスプレー本体の導管の軸と垂直な面で回転操作されるような回転方向であ

り，スプレー本体において炭酸ガス供給用ボンベからの炭酸ガスの噴出調整をする

機能である点。 

  イ 相違点についての判断 

(ｱ) 相違点１について 

甲３文献及び甲４文献には，携帯用トーチにおける，上端噴出口頭部と，上端噴

出口頭部に形成されるネジと，上端噴出口頭部に設けられる封印膜とを有する燃焼

ガスボンベが記載されている。  

 また，携帯用トーチ以外の技術分野においても，上端噴出口頭部と，上端噴出口

頭部に形成されるネジと，上端噴出口頭部に設けられる封印膜とを有するガスボン

ベは広く知られている構造であると認められる。  

 したがって，引用発明に甲３発明又は甲４発明を適用し，引用発明の炭酸ガス供

給用ボンベを，上端噴出口頭部と，上端噴出口頭部に形成されるネジと，上端噴出

口頭部に設けられる封印膜とを有するものとすること，すなわち，引用発明におい

て本件発明１の相違点１に係る発明特定事項を有するものとすることは当業者が適

宜なし得る事項にすぎない。 

(ｲ) 相違点２について 

甲３文献及び甲４文献には，携帯用トーチにおいて，下開口であり，その上側筒

体内には，燃焼ガスボンベ及び支燃性ガスボンベのネジがそれぞれのガスボンベを

取替え可能に捻じ込まれるネジ孔が形成され，それぞれのボンベのネジをネジ孔に

捻じ込んだ際，それぞれのボンベの封印膜を貫通してそれぞれのボンベからの噴出

ガスを導くガス流通路が形成され，可撓性ホースの他端部に供給する収納ケースを

備えることが記載されている。  

また，携帯用トーチ以外の技術分野においても，ガスボンベが直接目に触れない

様に工夫することは広く知られていることと認められる。  

 したがって，引用発明に甲３発明又は甲４発明を適用し，引用発明の上部構造物
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を，上側筒体であって，その上側筒体は，下開口であり，その上側筒体内には，炭

酸ガス供給用ボンベのネジが炭酸ガス供給用ボンベを取替え可能に捻じ込まれるネ

ジ孔が形成され，炭酸ガス供給用ボンベのネジをネジ孔に捻じ込んだ際，その炭酸

ガス供給用ボンベの封印膜を貫通して炭酸ガス供給用ボンベからの噴出ガスを導く

ガス流通路が形成され，可撓性ホースの他端部に供給する上側筒体とすること，す

なわち，引用発明において本件発明１の相違点２に係る発明特定事項を有するもの

とすることは，当業者が容易になし得る程度の事項にすぎない。 

    (ｳ) 相違点３について 

甲３文献及び甲４文献には，携帯用トーチにおいて，上開口であり，収納ケース

の下端開口縁と着脱自在であり，収納ケースの二つのボンベホルダのそれぞれに燃

性ガスボンベと支燃性ガスボンベを螺着した状態では，収納ケースとともに，燃性

ガスボンベ４及び支燃性ガスボンベ５を収納する部材を備えることが記載されてい

る。  

また，上記したとおり，携帯用トーチ以外の技術分野においても，ガスボンベが

直接目に触れないように工夫することは広く知られていることと認められる。  

したがって，引用発明に甲３発明又は甲４発明を適用し，引用発明のボンベ支持

筒を，上開口であり，上側筒体の下端開口縁と着脱自在であって，上側筒体の前記

ネジ孔に炭酸ガス供給用ボンベのネジを捻じ込んだ状態では上側筒体とともに炭酸

ガス供給用ボンベの上端噴出口頭部を隠蔽して炭酸ガス供給用ボンベを収納する下

側筒体とすること，すなわち，引用発明において本件発明１の相違点３に係る発明

特定事項を有するものとすることは，当業者が容易になし得る程度の事項にすぎな

い。 

    (ｴ) 相違点４について  

引用発明に，甲３発明の携帯用トーチに係る収納ケース１と蓋体１ｄとからなる

ものを適用しても，また，甲４発明の携帯用トーチに係る収納ケース２５と底ケー

ス２６とからなるものを適用しても，直立型ボンベ収納ボックスを有するものにな
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るとは認められない。  

また，直立型ボンベ収納ボックスが使用時において直立であることは，本件発明

１がその効果を奏するために必須の構成であることも明らかである。  

 したがって，引用発明において本件発明１の相違点４に係る発明特定事項を有す

るものとすることは，当業者が容易になし得る程度の事項とはいえない。 

    (ｵ) 相違点５について 

甲３発明のトーチ部と収納ケースがそれぞれ引用発明のスプレー本体と（上部構

造物とボンベ支持筒とを備えた）炭酸ガス供給用ボンベＢとに対応するとしてみて，

引用発明に甲３発明を適用しても，引用発明の操作部と円形調整用摘子の双方が炭

酸ガス供給用ボンベＢに設けられた構造が得られることになるから，本件発明１の

相違点５の構成に至らない。 

甲４発明のトーチ部と収納ケースがそれぞれ引用発明のスプレー本体と（上部構

造物とボンベ支持筒とを備えた）炭酸ガス供給用ボンベＢとに対応するとしてみて，

引用発明に甲４発明を適用しても，引用発明の操作部と円形調整用摘子の双方が炭

酸ガス供給用ボンベＢに設けられた構造が得られることになるから，本件発明１の

相違点５の構成に至らない。 

したがって，引用発明において本件発明１の相違点５に係る発明特定事項を有す

るものとすることは，当業者が容易になし得る程度の事項とはいえない。 

   (ｶ) 相違点６について 

甲３発明の調圧ダイヤル２ｒ（または調圧ダイヤル３ｒ）と収納ケースがそれぞ

れ引用発明の円形調整用摘子と（上部構造物とボンベ支持筒とを備えた）炭酸ガス

供給用ボンベＢとに対応するとしてみて，引用発明に甲３発明を適用しても，引用

発明の調圧ダイヤル２ｒ（または調圧ダイヤル３ｒ）は，スプレー本体の後方でス

プレー本体の導管の軸と垂直な面で回転操作されるような回転方向のものに代え

て，直立型ボンベ収納ボックスの上側筒体の上方で水平操作されるような回転方向

のものになるといえないから，本件発明１の相違点６の構成に至らない。 
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甲４発明の調圧ダイヤル３５と収納ケースがそれぞれ引用発明の円形調整用摘子

と（上部構造物とボンベ支持筒とを備えた）炭酸ガス供給用ボンベＢとに対応する

としてみて，引用発明に甲４発明を適用しても，甲３発明と同様に，引用発明の調

圧ダイヤル２ｒは，スプレー本体の後方でスプレー本体の導管の軸と垂直な面で回

転操作されるような回転方向のものに代えて，直立型ボンベ収納ボックスの上側筒

体の上方で水平操作されるような回転方向のものになるといえないから，本件発明

１の相違点６の構成に至らない。 

したがって，引用発明において本件発明１の相違点６に係る発明特定事項を有す

るものとすることは，当業者が容易になし得る程度の事項とはいえない。 

  ウ 小括 

以上のとおりであるから，引用発明において，相違点４～６に係る本件発明１の

発明特定事項を有するものとすることは当業者が容易になし得るとするものとする

ことはできない。  

一方，本件発明１は，相違点４～６に係る発明特定事項を有することにより，炭

酸ガス混合化粧水を噴霧する美顔器において，使用時にガス通路の炭酸ガスの噴出，

停止，更には噴出調整をボンベを直視することなく軽快に行えるという格別顕著な

効果を奏するものと認められる。  

したがって，本件発明１は，引用発明，甲３発明及び甲４発明に基づいて当業者

が容易に発明をすることができたものとすることはできない。 

 (6) 本件発明２～６について 

本件発明２～６は，本件発明１の構成をその構成の一部とするものであるから，

前記(5)と同様の理由により，当業者が容易に発明をすることができたものではな

い。 

第３ 原告主張の審決取消事由 

１ 取消事由１（甲３発明の認定及び組合せの認定判断の誤り） 

(1) 甲３発明の認定の誤り 
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 甲３文献には，携帯用トーチに係る発明である，「ガスボンベから取り出したガ

スの圧力を調整して送り出す機構を有し，かつガスボンベを収納するいわゆる上下

分割の収納ケース」という発明（以下，「原告甲３発明」という。）が開示されて

いる。原告甲３発明は，いわゆる高圧ガスボンベに装着してガスを取り出す構成，

及びガスボンベの収納容器に関する一般的な構成であって，携帯用トーチに特有の

構成ではないから，「携帯用トーチ」から独立して，ひとまとまりの技術として把

握することができる。 

したがって，甲３文献には，以下の原告甲３発明が記載されていると認定すべき

である。 

「一方向及び反対方向に水平回転可能な調圧ダイヤル２ｒ及び調圧ダイヤル３ｒ

と， 

ガスボンベ４及び５を収納する，調圧機構２及び調圧機構３を有する収納ケース

１，及び蓋体１ｄであって， 

調圧機構２及び調圧機構３を有する収納ケース１であって， 

下開口であり， 

調圧ダイヤル２ｒ及び調圧ダイヤル３ｒは，収納ケース１の上方で操作可能であ

り， 

この調圧機構２及び調圧機構３を有する収納ケース１内には， 

ガスボンベ４が，ガスボンベ４を取替え可能に，螺着されるボンベホルダ２ｐと，

ガスボンベ５が，ガスボンベ５を取替え可能に，螺着されるボンベホルダ３ｐとを

備え， 

ガスボンベ４をボンベホルダ２ｐに螺着した際，透孔２ｊを有する開栓針２ｋが

そのガスボンベ４の封板を貫通してガスボンベ４からのガスが前記透孔２ｊを介し

て流入される一次側流路２ｉ及び二次側流路２ｔが形成され，また， 

ガスボンベ５をボンベホルダ３ｐに螺着した際，透孔３ｊを有する開栓針３ｋが

そのガスボンベ５の封板を貫通してガスボンベ５からのガスが前記透孔３ｊを介し
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て流入される一次側流路３ｉ及び二次側流路３ｔが形成され， 

調圧ダイヤル２ｒの回転によってガスボンベ４からの前記一次側流路２ｉ及び二

次側流路２ｔを介するガスの停止及び調整をして，管６の他端部に供給し， 

調圧ダイヤル３ｒの回転によってガスボンベ５からの前記一次側流路３ｉ及び二

次側流路３ｔを介するガスの停止及び調整をして，管７の他端部に供給する，調圧

機構２及び調圧機構３を有する収納ケース１と， 

蓋体１ｄであって， 

上開口であり， 

収納ケース１の下端開口縁と着脱自在であり， 

調圧機構２及び調圧機構３を有する収納ケース１の前記ボンベホルダ２ｐとボン

ベホルダ３ｐとのそれぞれにガスボンベ４及び５を螺着した状態では，収納ケース

１とともに，ガスボンベ４及び５を収納する， 

蓋体１ｄと 

を備える，調圧機構２及び調圧機構３を有する収納ケース１と蓋体１ｄとからな

りガスボンベ４及び５を収納する収納容器１及び１ｄ。」 

  (2) 引用発明と原告甲３発明との組合せの動機付けについて 

ア 審決は，相違点１～３の検討に関して，引用発明に甲３発明の構成を適

用して，本件発明１の相違点１～３に係る発明特定事項とすることは当業者が容易

になし得ると判断している。したがって，審決は，甲３発明を引用発明に適用する

動機付けの存在を認めている。 

イ また，以下のとおり，発明の課題，技術分野，作用・機能の共通性，引

用発明における示唆が認められ，原告甲３発明を引用発明に組み合わせる動機付け

が存在する。 

   (ｱ) 発明の課題 

本件発明１の課題は，むき出しのボンベの外観は違和感があるというものである。 

引用文献には，美顔器において炭酸ガス供給用ボンベが見えることにより違和感
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が生ずるという課題が示されている。甲１０には，ガスボンベの外観が見苦しいと

いう課題が開示されている。そして，甲１０においてガスボンベを上下の収納容器

に収納してこの課題を解決している。したがって，原告甲３発明の「収納ケース１

及び蓋体１ｄ」を引用発明に適用してこの課題を解決できる。 

   (ｲ) 技術分野 

引用発明及び原告甲３発明は，いずれもガスボンベからガスを取り出してガスを

送り出すための具体的構成に関する技術である。 

また，炭酸ガスボンベはその内圧が６～７ＭＰａ（６０～７０気圧）であること

に鑑みると，これを減圧せずにホースに送り出すことは考えられず，引用発明にお

いて減圧していることは自明である。 

甲３文献，甲４文献，甲６文献及び甲７～９は，いずれも「ガスボンベからガス

を取り出してガスを送り出す装置」の具体的構成に関する技術であるが，トーチ，

水圧試験装置，酸素補給器，接着用二液混合吐出装置，半導体基板上の微粉塵等の

吹浄用ガス供給器としてそれぞれ具体的用途が相違するにもかかわらず，同じ出願

人，発明者（考案者）が，各出願，発明をしていることは，この技術分野において

は，具体的用途よりも，「ガスボンベに充填されているガスを取り出すためにどの

ような構成を採用するか」が問題であり，ガスの具体的な種類や具体的用途は，特

別の事情がない限り問題となる事項ではないことを示すものである。これによると，

「ガスを取り出す構成」について，これを各種の具体的用途に転用，流用すること

を試みることは，当業者において当然になし得ることである。 

特に，本件発明１と引用発明との相違点４～６は，美顔器固有の技術的意義を有

するものではない。 

したがって，引用発明及び原告甲３発明の技術分野も，具体的用途に拘泥するこ

となく，ボンベからガスを取り出しガスを送り出すための構成に関する技術として

把握するべきであり，両者の技術分野は共通する。 

   (ｳ) 作用，機能の共通性 
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引用発明と原告甲３発明とは，「ボンベのガスを，ホースを介して手持ち機器に

送り，同機器からガスを噴出させる装置」という点で作用，機能が共通する技術で

ある。 

また，引用発明の美顔器は卓上等で使用する「比較的小型の装置」であり，原告

甲３発明も作業空間が狭いところで使用する「比較的小型の装置」であり，両者は

使用環境も共通する。 

したがって，引用発明と原告甲３発明とは，作用，機能，使用環境が共通する技

術であり，原告甲３発明を引用発明に組み合わせる動機付けが存在する。 

   (ｴ) 引用発明における示唆 

本件発明の課題は，「炭酸ガス供給用ボンベが露呈しており，使用者にとっては

炭酸ガスを充満したボンベと言うことから違和感，不安感を抱き，敬遠される傾向

にある。」というものである。 

引用文献【０００６】（２）には，美顔器においてボンベを見えないようにする

という課題，及びボンベを前板で遮蔽するという解決手段が開示されており，これ

は本件特許発明の課題並びに解決手段（ボンベを遮蔽）を示唆するものである。 

   (ｵ) 小括 

以上のように，発明の課題，技術分野，作用・機能の共通性，引用発明における

示唆のいずれの観点からも組合せの動機付けが存在する。 

 (3) 取消事由１－１（相違点４及び６の判断の誤り） 

原告甲３発明を，ガスボンベを直立させて使用している引用発明に適用すれば，

必然的に使用時には直立型となり，本件発明１の相違点４に係る「直立型ボンベ収

納ボックス」となる。 

したがって，引用発明に原告甲３発明を適用して本件発明１の相違点４に係る「直

立型ボンベ収納ボックス」とすることは当業者が容易に想到し得る事項である。 

このようにして，相違点４が克服されれば，調圧ダイヤル（円形調整用摘子）は

当然に収納ケース１の上方で水平操作され，収納ケース１内の調圧機構２（３）に
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て一次側流路３ｉ及び二次側流路３ｔを介するガスの調整をするから，相違点６も

克服される。 

 (4) 取消事由１－２（相違点５の判断の誤り） 

  ア 原告甲３発明の「調圧ダイヤル２・３」「収納ケース１」は，それぞれ

本件発明１の「円形調整用摘子１７」「直立型ボンベ収納ボックスＸの上側筒体１」

に相当する。原告甲３発明の引用発明の適用により本件発明１の相違点５に係る「直

立型ボンベ収納ボックスＸの上側筒体の上方で操作可能な円形調整用摘子１７」と

なる。 

  イ 審決は，本件発明１のスプレー本体Ｓには円形調整用摘子１７が存在し

てはならず，引用発明に甲３発明を組み合わせると，円形調整用摘子１７をボンベ

側にのみ設けることになると認定する。 

しかし，本件発明１の「円形調整用摘子１７」に関して，本件特許請求の範囲の

記載上，円形調整用摘子１７が直立型ボンベ収納ボックスＸの上側筒体１の上方で

操作可能であることは必須であるものの，スプレー本体Ｓにも円形調整用摘子１７

が存在することを否定する記載はない。すなわち，円形調整用摘子１７がスプレー

本体Ｓと上側筒体１の両者に併存することは妨げられない。 

  ウ 審決は，引用発明に甲３発明を適用しても，引用発明の操作部と円形調

整用摘子の双方が炭酸ガス供給用ボンベに設けられた構造が得られることになるか

ら，本件発明１の相違点５の構成に至らない，と判断する。これは，引用発明に甲

３発明を適用すると，引用発明のスプレー本体１に設けられていた円形調整用摘子

（噴出調整用摘子１６）のみならず操作部（操作レバー）１２も炭酸ガスボンベ側

に設けられる構成となってしまうため，本件発明１の「（ｂ４）スプレー本体Ｓに

設けられ，スプレー本体Ｓを保持した手先Ｈで操作される操作部３０とを備え，」

の発明特定事項を満たさなくなるという理由によるものである。 

しかし，甲３発明は，狭い作業空間で使用される比較的小さなトーチにおいて流

量調整機構のつまみなどが把持の障害になることを理由として，従来，ガスボンベ
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とトーチ部とに別々に設けられていた調圧機構と流量調整機構に代えて，両方の機

能を統合した一つの流量調整可能な調圧機構をガスボンベの収納ケース１の上方で

操作可能としたものである。これに対して，引用発明の美顔器は，化粧台やテーブ

ルなどの上に設置され，顔や身体に広く炭酸混合化粧水を塗布するものであるから，

上記携帯用トーチに生ずる問題（狭い作業空間で使用される）は存在せず，甲３発

明の適用に当たり，炭酸ガス供給用ボンベに，操作部１２と円形調整用摘子（噴出

調整用摘子１６）の双方を設ける必然性はない。 

また，甲３発明のトーチは，狭い空間で作業することを前提とした構成（狭い空

間での取り回し安さ等）を有し，そのため流量調整機構のつまみなどが把持の障害

になると考えられるが，引用発明の美顔器に使用するスプレー本体１にはそのよう

な事情はなく，引用文献図１の使用状態を示す図からもスプレー本体１の後部に設

けられた噴出調整用摘子１６が把持の障害になることはない。 

したがって，甲３発明を引用発明に適用しても，引用発明のスプレー本体１に設

けられている操作部１２（及び，噴出調整用摘子１６）を排除する必然性はない。 

２ 取消事由２（甲４発明の認定及び組合せの認定判断の誤り） 

(1) 甲４発明の認定の誤り 

 甲４発明の認定についても，甲３発明と同様の議論が当てはまる。 

甲４文献には，「収納ケース２５及び底ケース２６からなりガスボンベを収納す

るトーチ本体２１」が開示されており，「収納ケース２５は調圧機構４１，４２を

有し，調圧ダイヤル３５は収納ケース２５の上方で操作可能」である（以下，「原

告甲４発明」という。）。 

  (2) 引用発明と原告甲４発明との組合せの動機付け 

 引用発明と原告甲４発明とを組み合わせる動機付けがあることについては，引用

発明と原告甲３発明とを組み合わせる動機付けがあることと同様である。 

 (3) 取消事由２－１（相違点４及び６の判断の誤り） 

原告甲４発明のトーチ本体２１を，ガスボンベを直立させて使用している引用発
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明に適用すれば，本件発明１の相違点４に係る「直立型ボンベ収納ボックス」とな

り，相違点４は克服される。 

また，相違点４が克服されれば，原告甲４発明の調圧ダイヤル３５は当然に収納

ケース２５上方で水平操作され，収納ケース２５内の調圧機構４１，４２で噴出調

整されるから，相違点６も克服される。 

 (4) 取消事由２－２（相違点５の判断の誤り） 

 原告甲４発明の「収納ケース２５（調圧機構４１，４２を備え，調圧ダイヤル３

５は収納ケース２５の上方で操作可能）及び底ケース２６からなりガスボンベを収

納するトーチ本体２１」を引用発明に適用すれば，本件発明１の相違点５に係る「直

立型ボンベ収納ボックスＸの上側筒体の上方で操作可能な円形調整用摘子１７」と

なる。 

また，甲４発明は，トーチ部がガス流量機構を有しておらず，ガス調圧機構によ

り調圧してトーチ部に供給する点で甲３発明と共通し，前記１(4)と同様の理由によ

り，原告甲４発明を引用発明に適用しても，引用発明のスプレー本体１に設けられ

ている操作部１２が必然的に排除されることはなく，これを残すかどうかは任意の

事項である。 

３ 取消事由３（本件発明２～６の判断の誤り） 

審決は，本件発明２～６は，本件発明１の構成をその構成の一部とするものであ

るところ，引用発明に甲３発明又は甲４発明を組み合わせても本件発明１の構成に

至らないから，本件発明２～６も同様に当業者が容易に発明をすることはできない

旨判断した。 

しかし，審決の本件発明１についての認定判断が誤りであることは，前記１～４

のとおりであるから，審決の本件発明２～６についての判断も必然的に誤りである。 

４ 被告の主張に対する反論 

(1)ア 被告は，原告甲３発明の収納ケースは箱形であるから，「筒体」とはい

えない，と主張し，原告甲４発明についても同様の主張をする。 



 - 24 - 

しかし，本件発明１にいう「筒」とは，「収納ボックス」を構成するから，単に，

「内部に物体を収納可能な容器を構成する部材」という程度の意味にすぎない。 

  イ(ｱ) 被告は，甲３発明の携帯用トーチは収納ケース１を傾斜して置いて使

用すると主張する。 

しかし，甲３文献には，携帯用トーチが斜め置きされるという記載は存在しない。

仮に，被告が主張する使用方法があったとしても，具体的用途をトーチとする場合

に安全性の観点から採用されたものである。原告甲３発明は，トーチの使用方法に

限定されないし，「収納ケース１」と「蓋体１ｄ」を組み合わせた状態では直立す

ることができる。 

   (ｲ) 被告は，甲４発明のトーチは，傾斜して使用されると主張する。 

しかし，原告甲４発明は，携帯用トーチから独立してひとまとまりの技術として

把握することができるから，甲４文献には直立するトーチ本体が開示されている。 

  ウ(ｱ) 被告は，甲３発明では，使用時にボンベは隠蔽されない，と主張する。 

しかし，「収納ケース１」と「蓋体１ｄ」を組み合わせた状態では，ボンベは隠

蔽されて見えない。 

   (ｲ) 被告は，甲４発明において，トーチ使用時には外部からボンベを視認

することができる，と主張する。 

しかし，ボンベを着脱せず，トーチ本体２１を直立した状態では，ボンベは隠蔽

されている。また，収納ケース２５と底ケース２６が取り外し可能とされているの

は，ボンベの着脱のためである。 

 (2)ア 被告は，引用発明に甲３発明又は甲４発明を組み合わせる動機付けを考

慮する際の技術分野の共通性において問題となる当業者を，使用者，需要者とする

が，発明に寄与する者と解すべきである。 

  イ 被告は，本件発明１と引用発明との間には相違点が六つもあるから，こ

れらの相違点について技術分野が異なる別々の公知文献にばらばらでも開示されて

いれば進歩性欠如とはいえない，と主張する。 



 - 25 - 

しかし，相違点とされる六つの構成は，いずれも甲３文献又は甲４文献に開示さ

れている。 

  ウ 被告は，甲３発明はトーチに操作部がないことが特徴であり，本件発明

１はスプレー本体の操作部が必須となっているから，引用発明と甲３発明を組み合

わせることに阻害要因がある，と主張し，甲４発明についても同様の主張をする。 

しかし，甲３発明のトーチに操作部がないことは，トーチとして使用する場合の

問題点を解決するためであり，原告甲３発明を引用発明に組み合わせることは，原

告甲３発明を美顔器の構成として使用することを意味するから，トーチにおける問

題点は存在しない。原告甲４発明を引用発明に組み合わせる場合も同様である。 

  エ 被告は，本件発明１は複数にわたる構成の組合せによって実現されると

主張する。 

しかし，引用発明に原告甲３発明又は原告甲４発明を組み合わせることによって

本件発明１に係る構成に想到するのであるから，同様の効果を奏する。 

第４ 被告の主張 

 １ 取消事由１に対し 

  (1) 甲３発明の認定について 

ア 本件発明１の「直立型ボンベ収納ボックス」は，上側筒体及び下側筒体

といった「筒体」からなることが要素となっている。これに対し，甲３発明の収納

ケース１及び蓋体１ｄは，その内部に，燃性ガスボンベ４，支燃性ガスボンベ５，

管６・７及びトーチ部８を収納する空間等があり，その外観は，八角柱（箱形）と

なっている。そのため，甲３発明の収納ケース１及び蓋体１ｄは，単なる箱状のケ

ースに他ならず，「筒体」といえるものではない。 

イ 本件発明１の「直立型ボンベ収納ボックス」は，使用時に直立すること

が要素となっている。甲３発明の収納ケース１は，蓋体１ｄを取り外して傾斜して

使用されるものであり，直立して使用されない。 

ウ 本件発明１の「直立型ボンベ収納ボックス」は，使用時に炭酸ガス供給
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用ボンベを隠蔽することが要素となっている。これに対し，甲３文献には，使用時

においてガスボンベを隠蔽するとの記載はない。そればかりか，甲３発明では，使

用時には必ず蓋体１ｄが取り外されるのであり，このとき，ボンベは外部に露呈し

た状態となる。 

エ 原告は，調圧ダイヤルも収納ケースも携帯用トーチに特有の構成ではな

く，携帯用トーチとは切り離して把握することができるから，甲３文献には，原告

甲３発明が開示されている，と主張する。 

しかし，当業者は，公知文献に記載の具体的構成を見てその技術事項を把握する

ものであるから，公知文献の記載から具体的に把握される構成から離れて，所望の

機能だけを取り出し，公知技術として捉えることは，いかにも後知恵であって，許

されない。 

仮に，トーチ部と収納ケース部分（収納ケース及び蓋体，トーチ本体）を分離し

て捉えるとしても，残された収納ケース部分は，ボンベのみを固定したり，ガスの

流量調整のみを企図したものではなく，トーチ部及び管等を収納するものであり，

また，使用時には斜めに置かれるものであって，それら機能を奏する構成を各種備

えている。甲３文献によると，収納ケース等におけるこれら機能は，不可分の関係

であり，ここからさらに抽象化して，原告甲３発明のみを抽出するのは，根拠がな

い。 

また，本件発明１は，美観（ボンベを隠蔽する）及び操作性（スプレー部を操作

しながら，別の手で円形調整用摘子を操作する等）の観点から，直立型ボンベ収納

ボックス及び円形調整用摘子等の構成を採用するものである。引用文献その他の文

献には，美顔器という具体的技術分野でこの点を開示・示唆するものはない。それ

にもかかわらず，当業者は，引用発明に適用するために，甲３発明の携帯用トーチ

といった技術分野，具体的構成，作用・用途等がことごとく異なる技術から，ガス

の圧力調整機構，ガスボンベの収納，上下分割といった技術思想のみを抜き出そう

と考えるはずもない。 
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  (2) 引用発明と甲３発明との組合せの動機付けについて 

ア 本件発明１と引用発明との間には，相違点が六つもあり，技術分野等が

異なる別々の公知文献にばらばらでも構成が開示されておれば（あるいは上位概念

化した技術が開示されておれば），進歩性欠如を認めようとするのは，いかにも無理

がある。 

引用発明は，本件発明１と技術分野の共通性はあるが，本件発明１とその具体的

な解決課題は異なっている。また，甲３発明及び甲４発明は「携帯用トーチ」，甲５

発明は「スプレー装置」，甲６発明は「簡易水圧試験装置」と全く異なる技術分野で

ある。さらに，本件発明１が解決しようとする課題は，炭酸混合化粧水を生成する

炭酸ガス供給用ボンベが使用時において直接目に触れないようにし，不必要な違和

感，不安感を払拭し，かつボンベからの炭酸ガス噴出調整もボンベを直視すること

なく軽快に操作できることとする，というものであり，発明の効果も，上側筒体に

て炭酸ガス供給用ボンベの上端の噴出口頭部は，直立型ボンベ収納ボックスＸによ

って隠蔽されて外部に触れることはなく，その上方で円形調整用摘子の水平回転に

より前記ガス通路のガス噴出を調整できる，というものであり，これらの相乗的効

果が存するところ，引用発明及び甲３発明～甲６発明には，このような具体的な解

決課題や具体的な作用効果等は全く記載されていない。 

   イ 技術分野の非共通性 

 引用発明と甲３発明とは，国際特許分類，要求される安全性の程度，必要となる

知識，利用者，需要者が全く異なる。したがって，引用発明と，甲３発明とは，互

いに全く異なる技術分野に属する発明である。 

  ウ 課題の非共通性 

甲３発明の課題は，「小さな流量の燃性ガス及び支燃性ガスをトーチ部に対して

安定に供給することが可能となり，トーチ部の火口に微細な火焔を安定に形成する」

であり，美顔器に関する本件発明１及び引用発明とは共通性を見いだせない。 

また，甲３発明の収納ケース等は，衝撃，振動から部材を守り，ゴミ等の異物の
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混入を防ぐためのものであり，本件発明１のようなボンベの隠蔽といった課題はな

い。利用者の特性（知識と経験を有する有資格者が作業現場で使用），安全性確保

のため，ボンベの隠蔽は，必要性も相当性もない。 

エ 作用，機能の非共通性 

引用発明は，炭酸ガス混合化粧水を噴霧する装置であるのに対して，甲３発明は，

トーチ部の火口に微細な火焔を安定に形成させる，すなわち混合ガスを燃焼させる

装置である。 

また，本件発明１は，一方向及び反対方向に水平回転可能であり，上側筒体１の

上方で操作可能であり，回転によって炭酸ガス供給用ボンベＢからのガス流通路を

介する炭酸ガスの噴出調整をして，可撓性ホースＰの他端部に供給する円形調整用

摘子１７を備えることにより，ボンベからの炭酸ガス噴出調整もボンベを直視する

ことなく直立型ボンベ収納ボックスの上部に装備された円形調整用摘子を水平回転

させ，これにより，前記ガス通路の炭酸ガスの噴出，停止，更には噴出調整が軽快

に行える等の作用効果を奏するものである。これに対し，引用発明及び甲３発明に

は，このような作用効果はない。 

甲３発明の収納ケースは，単に携行ケース，保護具，固定具の役割しか有さない

のであって，美観の観点からボンベを隠蔽し，操作性の向上を実現する本件発明１

の直立型ボンベ収納ボックスとは，目的も作用効果も全く異なるものである。 

   オ 示唆の欠如 

引用文献に開示のデスクトップ器体型の美顔器は，本件発明１や引用発明に係る

美顔器とは，構成も技術思想も大きく異にしている。デスクトップ器体型の美顔器

においては，単にボンベを前板で遮るものにすぎず，ここからさらに，直立型ボン

ベ収納ボックスを設け，その上部で水平回転可能に設けられた円形調整用摘子を設

けようと一足飛びに考えることは通常はあり得ない。 

カ 阻害要因の存在 

甲３発明においては，トーチには操作部がないことが特徴とされている。 
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しかし，本件発明１及び引用発明では，スプレー本体に操作部を設けることが必

須となっているから，引用発明と甲３発明とを組み合わせることの阻害事由となる。 

   キ 複合的相乗的作用効果の視点 

本件発明の複合的相乗的作用効果は，本件発明１の個々の構成それぞれから独立

して発揮されるものではなく，複数にわたる構成の組合せによって実現されるもの

である。そのため，単に各相違点について個別に容易想到性を論じるだけではなく，

各相違点に係る構成（円形調整用摘子，直立型ボンベ収納ボックス等）を美顔器と

ともに組み合わせ，上記複数の作用効果を見いだした点についての論理付けの有無

にも着目されるべきであるところ，このような組合せによって，美観及び操作性の

難を克服することを示唆するような公知文献は皆無である。 

さらに，原告が相違点を開示する副引例として挙げる構成は，いずれも美顔器・

美容機器とは全く別の技術分野のものばかりであるところ，そのような構成を美顔

器・美容機器に用途を応用した創作性にも着目しなければならない。 

 (3) 相違点５について 

 原告は，相違点５に関し，トーチ部を捨象した原告甲３発明を引用発明に適用し

た場合には，相違点５の容易想到性が認められる旨主張する。 

 しかし，甲３文献の記載から具体的に把握される構成から離れて，所望の機能だ

けを取り出し，公知技術として捉えることは許されない。 

そして，甲３発明は，従来技術はガスボンベにガス調圧機構を装着するとともに，

トーチに流量調整機構を設ける構造であり，微細な火焔を安定に形成することが難

しい，トーチの操作性が損なわれるといった問題点があったことから，ボンベ上部

の調圧機構の調圧ダイヤルのみを操作することで微細な火焔を安定に形成すること

ができるようにした発明である。ここでは，トーチ部に操作部を設ける構成は開示

も示唆もされておらず，むしろ，トーチ部に操作部を設けることが積極的に忌避さ

れている。そのため，甲３発明を引用発明に適用した場合には，引用発明のスプレ

ー本体の操作部も除外されてしまうため，本件発明１の「（ｂ４）スプレー本体Ｓに
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設けられ，スプレー本体Ｓを保持した手先Ｈで操作される操作部３０とを備え」を

満たさなくなる。 

したがって，甲３発明を引用発明に適用すると，相違点５に想到し得なくなる。 

 ２ 取消事由２に対し 

  (1) 甲４発明の認定について 

ア 本件発明１の「直立型ボンベ収納ボックス」は，上側「筒」体及び下側

「筒」体からなることが必要である。これに対し，甲４発明のトーチ本体２１は，

単なる箱状のケースでしかなく，「筒」といえるものではない。 

   イ 本件発明１の「直立型ボンベ収納ボックス」は，使用時に直立すること

が要素となっているところ，甲４発明のトーチ本体２１は，傾斜して使用されるも

のであり，直立しては使用されない。 

  ウ 本件発明１の「直立型ボンベ収納ボックス」は，使用時に炭酸ガス供給

用ボンベを隠蔽することが要素となっている。これに対し，甲４発明のトーチ本体

２１は，トーチ使用時には，トーチ部２２を支承するため，スタンド２４を底ケー

ス２６の底壁に形成された取出口４０ａから取り出すこととなっている。このとき，

底ケースの取出口４０a は，空洞となるから，外部からボンベを視認できるように

なり，ボンベは露呈されることとなる。 

また，収納ケース２５の底ケース２６も取り外し可能とされており，通風性確保

の観点から，この底ケース２６を取り外し，ボンベが露呈したまま使用されること

も忌避されていない。少なくとも，燃性ガスボンベ４及び支燃性ガスボンベ５は，

発火，爆発の危険があり，十分な知識と経験を有する有資格者が作業現場で使用す

るものであって，ここでは，特に安全性が重視されるのであり，ボンベの隠蔽とい

った思想は，携帯用トーチの分野では必要性も相当性もない。 

エ 甲４発明についても，前記１(1)エと同様である。 

  (2) 引用発明と甲４発明との組合せの動機付けについて 

ア 甲４発明についても，前記１(2)アイエオキと同様の議論が当てはまる。 
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イ 課題の非共通性 

甲４発明の課題は，「調圧機構の小型化や簡易化を図る」であり，美顔器に関する

本件発明１及び引用発明とは共通性を見いだせない。 

また，甲４発明の収納ケースは，衝撃，振動から部材を守り，また，ゴミ等の異

物の混入を防ぐためのものであり，本件発明１のようなボンベの隠蔽といった課題

はない。また，ここでは，利用者の特性（知識と経験を有する有資格者が作業現場

で使用），安全性確保のため，ボンベの隠蔽は，必要性も相当性もない。 

ウ 阻害要因の存在 

後記(3)のとおり，甲４発明においては，積極的にトーチ部に操作部を設けること

が忌避されている。本件発明１及び引用発明では，スプレー本体に操作部を設ける

ことが必須となっているから，引用発明と甲４発明とを組み合わせることの阻害事

由となる。 

 (3) 相違点５について 

甲４文献には，携帯用トーチに関し，調圧機構の小型化や構造の簡易化を図るも

のであること，及び，操作部（火焔を形成するか否か）と円形調整用摘子（ガス流

量を調整）の双方の機能を持つ調圧機構４１と調圧機構４２との二つの調圧ダイヤ

ル３５を，収納ケース２５の上方で操作可能とすることが記載されている。そして，

甲４文献には，トーチ部２２に操作部を設ける構成は，開示も示唆もされていない。

したがって，甲４発明では，ガスの流量調整については，調圧ダイヤルのみで行い，

トーチ部２２に操作部を設けることが積極的に忌避されている。 

   そのため，甲４発明を引用発明に適用した場合には，引用発明のスプレー本体の

操作部も除外されてしまうため，本件発明１の「（ｂ４）スプレー本体Ｓに設けられ，

スプレー本体Ｓを保持した手先Ｈで操作される操作部３０とを備え」を満たさなく

なる。したがって，甲４発明を引用発明に適用すると，相違点５に想到し得なくな

る。 

第５ 当裁判所の判断 
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１ 本件発明の概要 

(1) 本件特許の明細書及び図面（甲１。以下，「本件明細書」という。）には，

以下の記載がある。 

【技術分野】【０００１】本発明は化粧水と炭酸ガスとの混合液を顔肌等に噴霧状

に吹き付ける美顔器に関する。 

【背景技術】【０００２】近時，遊離炭酸を含有する炭酸泉に入浴すると，炭酸泉

内の炭酸成分が皮膚下の毛細血管に作用してこの毛細血管を拡張させ，これにより

入浴者の血行が改善されて入浴者の疲労回復や健康増進が図れることは，既に広く

知られている。 

   そこで，この炭酸成分が皮膚下の毛細血管に作用してこの毛細血管を拡張させる

効能を利用して，化粧水と共に混合液を顔肌等に吹き付けると共に，皮脂や汚れ等

の残骸物を顔肌から遊離させて取り除き，より若々しく美しい顔肌を指向する。 

 一般的な美顔器として，例えば下記技術文献１及び２が存在する。これらは，単

にスチーム噴射，更には顔肌に吸引パットを添わせて顔肌の残骸物をハード的に除

去させるものであり，顔肌へのソフト的な癒しは考慮されておらず，却って顔肌等

を傷めることも否定できなかった。 

 更に技術文献３が存在するが，これは単に炭酸ガス供給用ボンベをスプレー本体

に直接取付け，即ち一体化したものに過ぎない。 

 特に，この技術文献３を含め他の文献についても炭酸ガス供給用ボンベが露呈し

ており，使用者にとっては炭酸ガスを充満したボンベと言うことから違和感，不安

感を抱き，敬遠される傾向にある。 

   技術文献４は炭酸ガスと化粧水との混合液をボンベに充満した所謂，エアゾール

に過ぎない。 

【０００３】そこでこれらの多くの技術文献の下，本願発明者が発明者の一翼を

担って技術文献５に示す如く，美顔器の製品化に結び付く発明が成された。 

 その後，本願発明者が更なる技術開発に傾注し，より実用に即した製品の具現化
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を探求することとした。 

【先行技術文献】【特許文献】【０００４】【特許文献１】実用新案出願公告昭６３

－４８２６５号 

【特許文献２】特開２０００－１９７５１９号 

【特許文献３】特開平５－２３８９２８号 

【特許文献４】特開２００３－５４６６２号 

【特許文献５】登録実用新案第３１３６４６５号 

【発明の概要】【発明が解決しようとする課題】【０００５】本発明は，炭酸混合

化粧水を生成する炭酸ガス供給用ボンベが使用時において直接目に触れない様にし，

不必要な違和感，不安感を払拭し，且つボンベからの炭酸ガス噴出調整もボンベを

直視することなく軽快に操作できることとした。 

【発明の効果】【００１１】（１）請求項１～５により，上側筒体にて炭酸ガス供

給用ボンベの上端の噴出口頭部は，直立型ボンベ収納ボックスＸによって隠蔽され

て外部に触れることはなく，その上方で円形調整用摘子の水平回転により前記ガス

通路のガス噴出を調整できる。 

【００１２】（２）請求項６により，下側筒体は有底のため，炭酸ガス供給用ボン

ベは全体が隠蔽される。 

 また，下側筒体は下広状のスカート状に形成されているので，より安定して直立

できる。 

【００１６】（６）請求項１～９により，炭酸混合化粧水を生成する炭酸ガス供給

用ボンベが使用時において直接目に触れないのは勿論，ボンベからの炭酸ガス噴出

調整もボンベを直視することなく直立型ボンベ収納ボックスの上部に装備された円

形調整用摘子を水平回転させることにより，前記ガス通路の炭酸ガスの噴出，停止，

更には噴出調整が軽快に行える。 
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【図１】             【図２】 

 

【発明を実施するための形態】【００１９】以下本発明を実施形態の図面に基づい

て説明する。図１は美顔器の使用状態を示す斜視図であって，使用者が手先Ｈにて

スプレー本体Ｓの握手部Ｓａを保持している。図２は，美顔器全体を示す斜視図で

あって，下広状のスカート状に形成した直立型ボンベ収納ボックスＸを上下側筒体

１，２にて構成しており，スプレー本体Ｓがボンベ収納ボックスＸの側面Ｘａに着

脱自在に装着されている。更に図３，４は，上側筒体１に装填された炭酸ガス供給

用ボンベＢの食出し部Ｂａを下側筒体２に収納した状態を示している。 

【図３】              【図４】 
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【００２０】而して，具体的には炭酸ガス供給用ボンベＢの上端噴出口頭部３に

形成されたネジ４を上側筒体１のソケット部５のネジ孔６に捻じ込む。 

 このソケット部５は上側筒体１の内筒７に装備されており，内筒７は上側筒体１

の下開口１ａより挿入されて両者１，７の抜止段部８，９にて圧入装備され，一体

化される。 

従って，炭酸ガス供給用ボンベＢの上端噴出口頭部３は隠蔽されて外部に触れな

い状態で，該炭酸ガス供給用ボンベＢが装填される。 

   ソケット部５のネジ孔６には炭酸ガス供給用ボンベＢの上端噴出口頭部３の上

部に対峙してノズル部１０が螺着されている。 

   【図５】           【図６】 

 

【００２１】このノズル部１０は，図４，５に示す如く，噴出用管１１を備えて

おり，この噴出用管１１が炭酸ガス供給用ボンベＢを捻じ込んだ際，その噴出口頭

部３の封印膜３ａに貫通し，炭酸ガス供給用ボンベからの噴出ガスを噴出用管１１，

内孔１２，ノズル孔１３に亘ってガス流通路を形成する。 

 またノズル部１０の底部には噴出口頭部３の封印膜３ａに圧着してガス漏れ防止

パッキン１４が備えられている。 

   ノズル部１０の内孔１２には上下動する弁杆１５を挿通しており，常にバネ１６

にて上方向に弾圧されている。而して，図５，６に示す如く，この弁杆１５の上下

動によってノズル孔１３の開閉を行う。 
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【００２２】上側筒体１の上部面１ｂには炭酸ガス噴出調整用の円形調整用摘子

１７が位置しており，したがって図２～図５に明らかに示されるように，上側筒体

１の上方で操作可能であり，該円形調整用摘子１７の内側面１７ｂからは押圧杆１

８が垂下しており，その下端１８ａがバネ１９にて弁杆１５の上端１５ａに弾圧し

ており，且つそのバネ力は弁杆１５のバネ１６の力より勝っている。 

 即ち弁杆１５は下方の噴出用管１１の側にバネ１６に抗して弾圧されている。 

 而して，押圧杆１８と共に円形調整用摘子１７も常に下方向に引張られている。 

【００２３】円形調整用摘子１７の内側面１７ｂと上側筒体１の上部面１ｂとに

は夫々互に嵌合するラチェット２０，２１が設けてあり，円形調整用摘子１７の一

方向の回転，即ち時計方向の回転に対しては一定回転数にて緊締し，且つこれと反

対方向，即ち反時計方向での，一定回転数以降両ラチェット２０，２１が空転する

こととしている。 

 具体的には，円形調整用摘子１７の内側面１７ｂにはボス２２を設けており，そ

の外周に数条の凸状スパイラル２３が形成されている。また，上側筒体１の上部面

１ｂにはこれに噛合する凹状スパイラル２４が形成されていて，円形調整用摘子１

７の一定以上の回転により凸状スパイラル２３が上側筒体１の凹状スパイラル２４

から遊離することとなり，且つその状態から反対方向に回転させることによって，

再度噛合することとなる。 

【００２４】図３に示す如く，炭酸ガス供給用ボンベＢは食出し部Ｂａを下側筒

体２に収納されており，その下側筒体２は有底としているので上開口２ａより挿入

された炭酸ガス供給用ボンベＢは底部２ｂにて覆われる。 

 また，下側筒体２は下広状のスカート状面２ｃとなっているから，より安定して

直立できる。 

 図７はスプレー本体Ｓをボンベ収納ボックスＸの側面Ｘａの側面に着脱自在に引

掛ける差込引掛部Ｚの具体例を示し，握手部Ｓａが差込まれるホルダー部２５ａ及

び上側筒体１の上部で，而も調整用摘子１７の直下の溝２６に巻付くリング部２５
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ｂとを金属板にて一体的に形成したフック体２５としている。 

 勿論，図８に示す如く，フック体２５を断面丸型金属体にて一体的に形成し，上

側筒体１の下開口１ａと下側筒体２の上開口２ａとの間にて挟着してもよい。 

 【図７】             【図８】 

 

【００２５】而して図９は，スプレー本体Ｓの具体例を示し，握手部Ｓａと直行

する筒部２７を内蔵配置している。この筒部２７は，通路である導管２８を主とし

て成している。 

   導管２８の前方位置には所定量の化粧水Ｗを収納するカップ２９を導管２８の

内孔２８ａに連通したネジ孔２８ｂに着脱自在にねじ込み取付装備している。この

化粧水Ｗとしては，例えば一般化粧剤にゲルマニウム粒子を混合させれば，炭酸成

分の保湿性と美白効果が一層強まり，美容目的，即ちソフト的効能が一層好適とな

る。 
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   【図９】 

   

【００２６】このカップ２９はキャップと導管２８にねじ込まれる下端の滴下口

２９ａとより成っている。また，導管２８の先端には噴出ノズル３１が設けられて

いる。スプレー本体Ｓの導管２８から握手部Ｓａを通った可撓性ホースＰが，ノズ

ル部１０のノズル孔１３に接続されている。勿論，この可撓性ホースＰは必要に応

じた長さに設定する。 

 また，この握手部Ｓａには操作部３０が装備されており，図１に明らかに示され

ているように，スプレー本体Ｓを保持するために握手部Ｓａを握った手先Ｈによっ

て，この操作部３０を操作することにより，導管２８の内孔２８ａを開閉するシャ

ッター板３２を上下にスライドさせる。 

【００２７】具体的には，操作部３０を反転レバー形式として，軸３３にて反転

自在に支持し，リンク３４の一方ピン３４ａを操作部３０に軸結合し，他方ピン３

４ｂをシャッター板３２のリング３５に軸結合している。勿論，この操作部３０を

押ボタン形式にすることも可能である。 

 操作部３０には，常に操作部３０を矢印ｃ，シャッター板３２を矢印ｄと反対方

向にバネ力を付勢している。 

【００２８】このシャッター板３２は，化粧水収納カップ２９と炭酸ガス供給用

パイプＰの引込口３６との間に位置し，操作部３０の引き付けによりリンク３４，

３５を介して縦溝３７を下方向にスライドし，シャッター板３２の小孔３２ａと導

管２８の内孔２８ａとが合致し炭酸ガスの流入を可能とする。 
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 導管２８の内孔２８ａには，化粧水収納カップ２９の滴下口２９ａに逆止弁３８

が装備されており，炭酸ガスが化粧水収納カップ２９側に流入するのを防止し，適

正な炭酸成分の混合化粧水が得られる。この逆止弁３８としては薄膜の合成樹脂に

て成型する。 

【００２９】また，導管２８の先端噴出ノズル３１はパッキン３９を介在してカ

ップリング４０を螺着してシールドする。 

 更に，噴出ノズル３１には顔肌に添わせる吸引パット４１を適宜装着する。 

 勿論，この吸引パット４１を使用せずして直接肌面に噴霧混合化粧水を吹き付け

てもよい。 

【００３０】次に本発明美顔器の使用順序を説明する。スプレー本体Ｓにおける

操作部３０の使用動作は，前述の技術文献５に類似する。炭酸ガス供給用ボンベＢ

の装填，取替え，及び上側筒体１内でノズル部１０に形成された前記ガス通路の炭

酸ガス噴出の調整について説明する。 

 図４は炭酸ガス供給用ボンベＢが装填された状態を示している。この状態は，炭

酸ガス供給用ボンベＢの噴出口頭部３が上側筒体１のソケット部５に捻じ込まれて

おり，ソケット部５の噴出用管１１が炭酸ガス供給用ボンベＢの封印膜３ａを貫通

している。 

【００３１】而してノズル部１０の弁杆１５は下方向に下降しており，内孔１２

とノズル孔１３との間は遮断されている。 

 従って，この状態に於いてスプレー本体Ｓを操作しても，炭酸ガスが噴出供給さ

れていないからスプレー本体Ｓから炭酸混合化粧水は霧状に噴出することはない。 

   勿論，この状態は円形調整用摘子１７が時計方向に回転しており，円形調整用摘

子１７の凸状スパイラル２３が上側筒体１の凹状スパイラル２４に噛合緊締し，且

つ円形調整用摘子１７の押圧杆１８は下降し，その状態は維持されているから，図

５に示す如くバネ１６に抗して弁杆１５を下方向に弾圧下降状態に維持されており，

ガス漏れはない。 
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【００３２】続いて，スプレー本体Ｓを使用し，炭酸混合化粧水を霧状に噴出す

るに当たっては，上記状態より円形調整用摘子１７を反時計方向に回転させる。 

 円形調整用摘子１７の一定以上に回転すると，円形調整用摘子１７の凸状スパイ

ラル２３が上側筒体１の凹状スパイラル２４より遊離し，以降両ラチェット２０，

２１が空転する。 

 而して，図６の夫々の矢印に示す如く円形調整用摘子１７の押圧杆１８はバネ１

９に抗して上昇する。この押圧杆１８の弾圧開放により弁杆１５はバネ１６にて上

昇して，維持される。 

【００３３】弁杆１５の上昇にて，噴出用管１１，内孔１２，ノズル部１０のノ

ズル孔１３に亘ってガス流通路を形成される。 

 この状態に於いて，スプレー本体Ｓを操作すれば，炭酸ガスと化粧水収納カップ

２９からの炭酸ガスとが混合し，所望の炭酸混合化粧水をスプレー本体Ｓの噴出ノ

ズル３１から霧状に噴出させることとなる。 

【００３４】次にスプレー本体Ｓからの炭酸混合化粧水の噴出を停止，即ちスプ

レー本体Ｓの使用を終了する場合は，円形調整用摘子１７を時計方向に回転し，円

形調整用摘子１７の凸状スパイラル２３を上側筒体１の凹状スパイラル２４に噛合

緊締させると共に押圧杆１８を下降させる。 

   これにより図５に示す如くバネ１５に抗して弁杆１５は下方向に弾圧下降し，ノ

ズル部１０のノズル孔１３と噴出用管１１とのガス流路を遮断し，ガス供給は断た

れる。 

勿論，この状態でこの状態に於いてスプレー本体Ｓを操作してもスプレー本体Ｓ

からは炭酸混合化粧水が噴出することはない。 

 尚，ガス消耗による炭酸ガス供給用ボンベＢの取替えは，先ず炭酸ガス供給用ボ

ンベＢの食出し部Ｂａを保持して回転させ，ソケット部５から取り外す。 

【００３５】次にガス充満の炭酸ガス供給用ボンベＢを装填する場合は，炭酸ガ

ス供給用ボンベＢの上端噴出口頭部３を上側筒体１のソケット部５に捻じ込む。 
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 而してソケット部５の噴出用管１１が噴出口頭部３の封印膜３ａに貫通し，炭酸

ガス供給用ボンベＢからの噴出ガスは噴出用管１１，内孔１２，ノズル孔１３に亘

ってガス流通路を形成し，炭酸ガス供給用ボンベＢの装填を完了することとなる。 

【００３６】本発明は美顔器としているが，勿論他の腕，足，身体の肌面への炭

酸混合化粧水を噴射することも出来るのである。 

(2) 以上から，本件発明は，以下のとおりのものと認められる。 

   本件発明は，化粧水と炭酸ガスとの混合液を顔肌などに噴霧する美顔器に関する

（【０００１】）。 

 炭酸泉内の炭酸成分は皮膚下の毛細血管に作用してそれを拡張させる効能を有し

ており，遊離炭酸を含有する炭酸泉に入浴すると血行が改善されて疲労回復や健康

増進が図れることは既に広く知られているので，この効能を利用して，化粧水と炭

酸ガスとの混合液を顔肌などに吹き付け，皮脂や汚れなどの残骸物を顔肌から遊離

させて取り除くことで，より若々しく美しい顔肌を指向する（【０００２】）。 

 一般的な美顔器としては，①単にスチームを噴射し，さらには吸引パットを添わ

せて顔肌の残骸物を除去するもの，②炭酸ガス供給用ボンベをスプレー本体に直接

取り付けたもの，③炭酸ガスと化粧水との混合液をボンベに充満したものが存在し

ていたが，①の美顔器は顔肌へのソフト的な癒しが考慮されておらず，かえって顔

肌などを傷めることも否定できず，②の美顔器は炭酸ガス供給用ボンベとスプレー

本体とを一体化したものにすぎず，③の美顔器はいわゆるエアゾールにすぎず，特

に，①～③の美顔器はいずれも炭酸ガス供給用ボンベが露呈しているため，炭酸ガ

スを充満したボンベに対する違和感，不安感から使用者に敬遠される傾向にあった。

そこで，登録実用新案第３１３６４６５号公報（甲２文献）に示すように美顔器の

製品化に結び付く発明がされた（【０００２】，【０００３】）。 

 本件発明は，より実用に即した製品の具現化を探求したものであり，本件発明が

解決しようとする課題は，炭酸混合化粧水を生成する炭酸ガス供給用ボンベが使用

時に直接目に触れないようにし，不必要な違和感，不安感を払拭し，かつ，ボンベ
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からの炭酸ガス噴出調整も，ボンベを直視することなく軽快に操作できるようにす

ることにある（【０００３】，【０００５】）。 

 本件発明は，炭酸ガス供給用ボンベの上端の噴出口頭部が直立型ボンベ収納ボッ

クスＸの上側筒体によって隠蔽され，その上方で円形調整用摘子の水平回転により

ガス通路のガス噴出を調整できるので，①炭酸混合化粧水を生成する炭酸ガス供給

用ボンベが使用時に直接目に触れない，②ボンベを直視することなく，直立型ボン

ベ収納ボックスの上部に装備された円形調整用摘子を水平回転させることにより，

ボンベからの炭酸ガス噴出調整を軽快に行える，という効果を奏する（【００１１】，

【００１６】）。 

２ 引用発明の認定 

(1) 引用文献（甲２）には，以下の記載がある。 

【請求項１】所定量の化粧水を収納するカップと，このカップを装備すると共に，

滴下された化粧水が引き込まれる導管を内蔵し，且つ該導管の先端に設けられた噴

出ノズルを有するスプレー本体と，更にこの導管内において前記滴下化粧水と混合

して該炭酸混合化粧水を噴出ノズルから霧状に噴出させる炭酸ガス供給用ボンベと，

而も該スプレー本体に備えられた炭酸混合化粧水の噴出調整用摘子とで成したこと

を特徴とする美顔器。 

【請求項２】炭酸ガス供給用ボンベを直立収納する筒部と，該炭酸ガス供給用ボ

ンベに連結されたガス供給用パイプを収納すると共に，化粧水収納カップを備えた

ボックス部と，該パイプを前面から進退自在に引出すと共に，後部の炭酸ガス供給

用ボンベ及び化粧水収納カップを遮蔽する前板とで構成されたデスクトップ器体と，

この前板から引出した炭酸ガス供給用パイプに接続されたスプレー本体と，更にデ

スクトップ器体に備えられた炭酸混合化粧水の噴出調整用摘子とで成したことを特

徴とする美顔器。 

【請求項６】スプレー本体を，握手部とこの握手部に対し直行する筒部とで構成

し，この筒部の内部に導管を長手方向に内蔵配置すると共に噴出調整用摘子を後端
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に装備し，更に炭酸ガス供給用ボンベからのガス供給用パイプを前記握手部の内部

を挿通して導管に接続し，且つ握手部にシャッター板を上下にスライドする操作レ

バーを装備したことを特徴とする請求項１記載の美顔器。 

【技術分野】【０００１】本考案は化粧水と炭酸ガスとの混合液を顔肌に噴霧状に

吹き付ける美顔器に関する。 

【背景技術】【０００２】近時，遊離炭酸を含有する炭酸泉に入浴すると，炭酸泉

内の炭酸成分が皮膚下の毛細血管に作用してこの毛細血管を拡張させ，これにより

入浴者の血行が改善されて入浴者の疲労回復や健康増進が図れることは，既に広く

知られている。 

そこで，この炭酸成分が皮膚下の毛細血管に作用してこの毛細血管を拡張させる

効能を利用して，化粧水と共に混合液を顔肌に吹き付けると共に，皮脂や汚れ等の

残骸物を顔肌から遊離させて取り除き，より若々しく美しい顔肌を指向する。 

 一般的な美顔器として，例えば下記技術文献１及び２が存在する。 

これらは，単にスチーム噴射，更には顔肌に吸引パットを添わせて顔肌の残骸物

をハード的に除去させるものであり，顔肌へのソフト的な癒しは考慮されておらず，

却って顔肌を傷めることも否定できなかった。 

【０００３】【特許文献】 実用新案出願公告昭６３－４８２６５号・・・技術文

献１ 特開２０００－１９７５１９号・・・技術文献２ 

【考案の開示】【考案が解決しようとする課題】【０００４】本考案は，顔肌の皮

脂や汚れ等の残骸物をハード的に除去することによって，顔肌を傷めるという課題

を解決することとした。 

【考案の効果】【０００６】（１）請求項１により，スプレー本体の噴出ノズルか

ら霧状に噴出した炭酸成分の混合化粧水が顔肌の毛細血管に作用して該血管を拡張

し，皮脂や汚れ等の残骸物を顔肌からソフト的に遊離させて取り除き，より若々し

く美しい顔肌を指向することができ，而してその噴出量はその噴出調整用摘子にて

使用者の所望に応じ適宜調整できる。 
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（２）請求項２により，デスクトップ器体としてその前板にて後部に直立した炭

酸ガス供給用ボンベを遮蔽して違和感を無くすると共に，而もスプレー本体とボン

ベを連結するガス供給用パイプを前板から進退自在に引出すことができ使用しない

時は，邪魔にならず使い勝手良い。 

（５）請求項６により，スプレー本体，ガス供給用パイプを内部に挿通し，且つ

操作レバーを備えた握手部，スプレー本体後端の噴出調整用摘子と夫々の配置によ

って美顔器全体のバランスと使用操作勝手が良い。 

【図１】             【図２】 

 

【考案を実施するための最良の形態】【０００７】以下本考案を実施形態の図面に

基づいて説明する。図１は美顔器の使用状態を示す斜視図であって，使用者が手先

Ｈにてスプレー本体１の握手部２を保持している。 

図２は，美顔器の全体構成図である。而して具体的には図３及び４に示す如く，

スプレー本体１には握手部２と直行する筒部３を内蔵配置している。この筒部３は

導管４を主として成している。 

而してこの導管４の前方位置には所定量の化粧水Ｗを収納するカップ５を装備し

ている。・・・このカップ５はキャップ６と導管４にねじ込まれる下端の滴下口７と

より成っている。また，導管４の先端には噴出ノズル８が設けられている。 



 - 45 - 

【図３】             【図４】 

 

【０００８】スプレー本体１の握手部２には，炭酸ガス供給用ボンベＢに連結さ

れたガス供給用パイプ９を収納し，その引込口１０を導管４に接続している。 

また，この握手部２には反転自在に軸１１にて支持された操作レバー１２が装備

されており，リンク１３にて上下にスライドして導管４の内孔４ａを開閉するシャ

ッター板１４に連携している。 

このシャッター板１４は，化粧水収納カップ５と炭酸ガス供給用パイプ９の引込

口１０との間に位置し，操作レバー１２の引き付けによりリンク１３を介して縦溝

１５を下方向にスライドし，導管４の内孔４ａを開く。 

更に導管４の後方端には内孔４ａを進退自在に移動する様に噴出調整用摘子１６

を装備している。具体的には，内孔４ａの端部４ｂと調整用摘子１６の先端１６ａ

とを共にテーパー状に形成している。 

【０００９】この噴出調整用摘子１６と化粧水収納カップ５との間に炭酸ガス供

給用パイプ９の引込口１０が位置している。 

続いて，導管４の内孔４ａには，化粧水収納カップ５の滴下口７に逆止弁１７が

装備されており，炭酸ガスが化粧水収納カップ５側に流入するのを防止し，適正な

炭酸成分の混合化粧水が得られる。・・・ 
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【００１０】図５は，炭酸ガス供給用ボンベＢを直立収納する筒部２１と，該炭

酸ガス供給用ボンベＢに連結されたガス供給用パイプ９を収納すると共に，化粧水

収納カップ５を備えたボックス部２２と，該パイプ９を前面から進退自在に引出す

と共に，後部の炭酸ガス供給用ボンベＢ及び化粧水収納カップ９を遮蔽する前板２

３とで構成されたデスクトップ器体Ｘとした他の実施例であって，この前板２３か

ら引出した炭酸ガス供給用パイプ９にスプレー本体１を接続しおり，更にデスクト

ップ器体Ｘの前板２３には炭酸混合化粧水の噴出調整用摘子１６を備えている。ま

た，この前板２３に鏡２４を装備し，スプレー本体１を収納するホルダー２５を設

けている。 

【図５】 

 

【使用動作説明】【００１１】次に本考案美顔器の使用順序を説明すると，図１に

示す如く顔肌に噴出ノズル８を向けると共に，操作レバー１２を引く。 

この操作レバー１２を引くことによりシャッター板１４が降下し，炭酸ガス供給

用ボンベＢからのガスが供給用パイプ９を通して導管４の内孔４ａを直進し，化粧

水収納カップ５からの化粧水を誘引して混合化粧水として噴出ノズル８から一気に

噴霧状に顔肌に吹き付ける。勿論，そのガス噴出量，噴出度は噴出調整用摘子１６

にて適度に調整する。 

更に，使用を中止または終了する時は，操作レバー１２の引きを解けば，シャッ
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ター板１４が上昇して導管４の内孔４ａを閉塞し炭酸ガス供給を断つこととなる。 

(2) 以上から，引用発明は以下のとおりのものと認められ，前記第２，３(2)

のとおり認定される。 

引用発明は，化粧水と炭酸ガスとの混合液を顔肌に噴霧する美顔器に関する（【０

００１】）。 

 炭酸泉内の炭酸成分は皮膚下の毛細血管に作用してそれを拡張させる効能を有し

ており，遊離炭酸を含有する炭酸泉に入浴すると血行が改善されて疲労回復や健康

増進が図れることは既に広く知られているので，この効能を利用して，化粧水と炭

酸ガスとの混合液を顔肌などに吹き付け，皮脂や汚れなどの残骸物を顔肌から遊離

させて取り除くことで，より若々しく美しい顔肌を指向する（【０００２】）。 

 一般的な美顔器としては，単にスチームを噴射し，さらには吸引パットを添わせ

て顔肌の残骸物を除去するものが存在していたが，顔肌へのソフト的な癒しが考慮

されておらず，かえって顔肌などを傷めることも否定できなかった（【０００２】）。 

 引用発明は，顔肌の皮脂や汚れなどの残骸物をハード的に除去すると顔肌を傷め

るという課題を解決しようとするものである（【０００４】）。 

 引用発明は，①化粧水収納カップ５と，この化粧水収納カップ５を装備するとと

もに先端に噴出ノズル８が設けられたスプレー本体１と，炭酸ガス供給用ボンベＢ

とからなる美顔器であるから，スプレー本体１の噴出ノズル８から霧状に噴出した

炭酸混合化粧水が顔肌の毛細血管に作用してそれを拡張し，皮脂や汚れ等の残骸物

を顔肌からソフト的に遊離させて取り除き，より若々しく美しい顔肌を指向するこ

とができる，②スプレー本体１の後方に炭酸ガスの噴出調整をする噴出調整用摘子

１６が設けられているから，炭酸混合化粧水の噴出量を使用者の所望に応じて適宜

調整することができる，という効果を奏する（【請求項１】，【０００６】，【０００９】，

【００１１】）。 

  (3) 本件発明と引用発明とを対比すると，その一致点及び相違点は，前記第２，

３(5)アのとおりである。 
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３ 取消事由１（甲３発明の認定及び組合せの認定判断の誤り）について 

(1) 甲３発明の認定 

ア 甲３文献には，以下の記載がある（甲３）。 

①「２．特許請求の範囲 

（１）．燃性ガスボンベおよび支燃性ガスボンベの各々に開封機構を介して一次側が

それぞれ接続される複数の調圧機構と，この複数の調圧機構の各々の二次側に着脱

自在な可撓性の管を介して接続され，先端部に火口を備えたトーチ部とからなる携

帯用トーチであって，前記燃性ガスボンベおよび支燃性ガスボンベに接続される

各々の前記調圧機構が，一次側と二次側との間に介設され，弁座Ｏリングに挿通さ

れるとともに，弁ばねおよび一次側のガス圧によって一次側と二次側とを遮断する

方向に付勢される異径弁体と，二次側において前記異径弁体の端部に当接され，二

次側におけるガス圧の変化を打ち消す方向に前記異径弁体を変位させる調圧ピスト

ンと，この調圧ピストンの背面側に調圧ばねを介して当接される調圧ダイヤルとで

構成され，該調圧ダイヤルの変位を前記調圧ばねおよび前記調圧ピストンを介して

前記異径弁体に伝達することにより，該異径弁体と前記弁座Ｏリングとの密着によ

る一次側と二次側との遮断，調圧ダイヤル操作で該異径弁体と前記弁座Ｏリングと

の密着開放で，前記調圧ばねおよび前記調圧ピストンによる二次圧力の調整，二次

圧力を介して火口からの流量調整が行われることを特徴とする携帯用トーチ。（１頁

左下欄４行～右下欄８行） 

②「〔産業上の利用分野〕本発明は，携帯用トーチに関し，特に，比較的微細な火

焔を安定に形成することが必要とされる用途に好適な携帯用トーチに関する。」（１

頁右下欄１８行～２頁左上欄１行） 

③「〔従来の技術〕たとえば，彫金などにおける微細な蝋付けや溶接作業のように，

作業空間が狭く，かつ比較的微細な火焔を必要とする用途に使用されるトーチとし

ては，次のような構造のものが考えられる。 

すなわち，小型の燃性ガスボンベおよび支燃性ガスボンベの各々に装着されたガ
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ス調圧機構において所定の圧に調整された燃性ガスおよび支燃性ガスをホースを介

してトーチに導き，このトーチに設けられた流量調整機構によってトーチの先端部

に設けられた火口に供給される燃性ガスおよび支燃性ガスの流量調整や供給および

供給停止の制御などを行うようにしたものである。」（２頁左上欄２行～１４行） 

④「〔発明が解決しようとする問題点〕ところが，上記のような構造の携帯用トー

チなどにおいては，調圧機構と流量調整機構とが個別に設けられているため，たと

えばトーチに設けられた流量調整機構において燃性ガスや支燃性ガスの流量を絞る

と，上流の調圧機構において供給圧の変動が生じて火口におけるガスの流出量が不

安定となり，微細な火焔を安定に形成することが難しいという問題がある。 

さらに，使用に際しては各ガス開閉弁または調圧機構と流量調整機構の双方を調

整しなければならず，操作が煩雑になるとともに，流量調整機構がトーチに設けら

れているために，狭い作業空間で使用される比較的小さなトーチにおいては，流量

調整機構のつまみなどが把持の障害となるなどしてトーチの操作性が損なわれると

いう問題もある。 

本発明の目的は，微細な火焔を安定に形成することが可能な携帯用トーチを提供

することにある。 

本発明の他の目的は，操作性を向上させることが可能な携帯用トーチを提供する

ことにある。」（２頁左上欄１５行～右上欄１５行） 

⑤「〔作用〕上記した手段によれば，各々の調圧機構に設けられた調圧ダイヤルを

操作することで，燃性ガスボンベおよび支燃性ガスボンベから各々の調圧機構を介

してトーチ部に供給される燃性ガスおよび支燃性ガスの遮断およびガス圧の調整に

よる流量の制御などを行うことができるので，ガス圧および流量の調整を個別に行

う場合などに比較して，比較的小さな流量の燃性ガスおよび支燃性ガスをトーチ部

に対して安定に供給することが可能となり，トーチ部の火口に微細な火焔を安定に

形成することができる。 

また，調圧ダイヤルのみを操作することで，トーチ部に供給される燃性ガスおよ
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び支燃性ガスの遮断およびガス圧の調整による流量の制御などを行うことができる

とともに，トーチ部に把持の障害となる余分な機構などを設ける必要がないので，

操作性が向上される。」（２頁左下欄１８行～右下欄１５行） 

⑥「〔実施例〕・・・収納ケース１の内部には，複数の調圧機構２および調圧機構

３が併置され，該調圧機構２および調圧機構３をそれぞれ保持する複数のブラケッ

ト１ａおよびブラケット１ｂと複数の固定ねじ１ｃとによって安定に固定されてい

る。  

 調圧機構２および調圧機構３の各々の一次側には，たとえば液化石油ガスなどの

燃性ガスが封入された燃性ガスボンベ４および酸素ガスなどの支燃性ガスが封入さ

れた支燃性ガスボンベ５が螺合されることによってそれぞれ着脱自在に接続されて

いる。  

 また，調圧機構２および調圧機構３の二次側には，互いに独立な可撓性の管６お

よび管７を介してトーチ部８が接続されている。  

 このトーチ８は，管６および管７を通じて供給される燃性ガスおよび支燃性ガス

を内部において混合する把持部８ａと，この把持部８ａの先端部に着脱自在に螺着

され，燃性ガスと支燃性ガスとの混合ガスの火焔が先端部に形成される火口８ｂと

て構成されている。  

 また，収納ケース１の下部には，着脱自在な蓋体１ｄが設けられており，燃性ガ

スボンベ４および支燃性ガスボンベ５の調圧機構２および調圧機構３に対する着脱

時などに開放されるように構成されている。」（２頁右下欄１６行～３頁右上欄４行） 

⑦「なお，本実施例においては，燃性ガスボンベ４が装着される調圧機構２およ

び支燃性ガスボンベ５が装着される調圧機構３の内部構造は同一であるので，以下

の説明では主として調圧機構２の構造を説明し，調圧機構３の対応する構成部品に

ついては括弧内に符号を示すこととする。  

 調圧機構２（３）において，筒状の本体２ａ（３ａ）の内部には，弁体ハウジン

グ２ｂ（３ｂ）が螺着され，この弁体ハウジング２ｂ（３ｂ）の内部軸方向には，
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該弁体ハウジング２ｂ（３ｂ）を貫通して一端が二次側に突出される異径弁体２ｃ

（３ｃ）が設けられている。  

 異径弁体２ｃ（３ｃ）は，一次側から二次側の方向に順に大径部２ｄ（３ｄ），テ

ーパ部２ｅ（３ｅ）および小径部２ｆ（３ｆ)をなしている。  

 さらに，異径弁体２ｃ（３ｃ）は，弁座Ｏリング押さえ２ｇ（３ｇ）によって弁

体ハウジング２ｂ（３ｂ）の内部に保持された弁座Ｏリング２ｈ（３ｈ）に挿通さ

れている。  

 この弁座Ｏリング２ｈ（３ｈ）の内周径は，異径弁体２ｃ（３ｃ）の大径部２ｄ

（３ｄ）よりは小さく，かつ小径部２ｆ（３ｆ）よりは大きくされている。  

 弁座Ｏリング押さえ２ｇ（３ｇ）の内部には，異径弁体２ｃ（３ｃ）を軸方向に

案内する一次側流路２ｉ（３ｉ）が貫通して形成されており，外端部側には，内部

軸方向に透孔２ｊ（３ｊ）が形成された開栓針（開栓機構）２ｋ（３ｋ）がフィル

タ２ｌ（３ｌ）を介して螺着されている。  

 一次側流路２ｉ（３ｉ）の内部には，異径弁体２ｃ（３ｃ）を弁体ハウジング２

ｂ（３ｂ）から突出させる方向に付勢する弁ばね２ｍ（３ｍ）が設けられている。  

 開栓針２ｋ（３ｋ）の周囲には，ボンベパッキン２ｎ（３ｎ）が装着されており，

このボンベパッキン２ｎ（３ｎ）は燃性ガスボンベ４（支燃性ガスボンベ５）が螺

着されるボンベホルダ２ｐ（３ｐ）によって固定されている。  

 一方，調圧機構２（３）の内部において弁体ハウジング２ｂ（３ｂ）に対向する

位置には，軸方向に移動自在な調圧ピストン２ｑ（３ｑ）が設けられ，この調圧ピ

ストン２ｑ（３ｑ）と弁体ハウジング２ｂ（３ｂ）との間には流体室Ａ（二次側）

が構成されるとともに，調圧ピストン２ｑ（３ｑ）の端面には弁ばね２ｍ（３ｍ）

によって付勢される異径弁体２ｃ（３ｃ）の小径部２ｆ（３ｆ）側の端部が当接さ

れている。  

 調圧ピストン２ｑ（３ｑ）の背面側には，収納ケース１の外部に突出して本体２

ａ（３ａ）の外端部に螺着された調圧ダイヤル２ｒ（３ｒ）との間に調圧ばね２ｓ
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（３ｓ）が介設されている。  

 そして，外部から調圧ダイヤル２ｒ（３ｒ）を所望の方向に回動させることによ

って発生される該調圧ダイヤル２ｒ（３ｒ）の軸方向の変位が調圧ばね２ｓ（３ｓ）

および調圧ピストン２ｑ（３ｑ）を介して異径弁体２ｃ（３ｃ）に伝達されるもの

である。」（３頁右上欄８行～４頁左上欄４行） 

 ⑧「以下，本実施例の作用について説明する。 

まず，調圧ダイヤル２ｒ（３ｒ）を適宜回動させて，調圧ばね２ｓ（３ｓ）およ

び調圧ピストン２ｑ（３ｑ）を弁体ハウジング２ｂ（３ｂ）から遠ざかる方向に変

位させると，弁ばね２ｍ（３ｍ）に付勢されて調圧ピストン２ｑ（３ｑ）に追随し

て変位される異径弁体２ｃ（３ｃ）は弁体ハウジング２ｂ（３ｂ）から突出する方

向に移動され，第１図に示されるように，異径弁体２ｃ（３ｃ）の大径部２ｄ（３

ｄ）が弁座Ｏリング２ｈ（３ｈ）の内周部に圧入密着されて一次側流路２ｉ（３i）

と二次側流路２ｔ（３ｔ）とが遮断される。」（４頁右上欄２行～１３行） 

 ⑨「次に，調圧機構２（３）の調圧ダイヤル２ｒ（３ｒ）を適宜回動させ，調圧

ばね２ｓ（３ｓ）および調圧ピストン２ｑ（３ｑ）を介して異径弁体２ｃ（３ｃ）

を，弁ばね２ｍ（３ｍ）の付勢力および一次側流路２ｉ（３ｉ）に作用されている

燃性ガス（支燃性ガス）の圧力に抗して弁体ハウジング２ｂ（３ｂ）の内部に押し

込む方向に変位させることにより，異径弁体２ｃ（３ｃ）のテーパ部２ｅ（３ｅ）

および小径部２ｆ（３ｆ）と弁座Ｏリング２ｈ（３ｈ）の内周部との間に，異径弁

体２ｃ（３ｃ）の軸方向の変位に応じて開度が変化するオリフィス（間隙）が形成

され，このオリフィスを通じて一次側流路２ｉ（３ｉ）から二次側流路２ｔ（３ｔ）

に連通される流体室Ａに燃性ガス（支燃性ガス）が流出し，二次圧力を安定させる。 

 この時，調圧ピストン２ｑ（３ｑ）は，流体室Ａに流入された燃性ガス（支燃性

ガス）の圧力によって弁体ハウジング２ｂ（３ｂ）から遠ざかる方向に，すなわち，

オリフィスの開度が減少する方向に該調圧ピストン２ｑ（３ｑ）に当接される異径

弁体２ｃ（３ｃ）を変位させて流体室Ａにおける燃性ガス（支燃性ガス）の圧力上
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昇を打ち消す方向に変位される。 

 そして，弁ばね２ｍ（３ｍ）と一次側流路２ｉ（３ｉ）における燃性ガス（支燃

性ガス）の圧力とにより異径弁体２ｃ（３ｃ）に作用される付勢力，および流体室

Ａにおける燃性ガス（支燃性ガス）の圧力によって調圧ピストン２ｑ（３ｑ）に発

生する付勢力の和と，外部から調圧ダイヤル２ｒ（３ｒ）の軸方向の変位によって

変化する調圧ばね２ｓ（３ｓ）の反力とが均衡する位置で異径弁体２ｃ（３ｃ）の

軸方向の変位，すなわちオリフィスの開度が安定し，このオリフィスの開度に応じ

た安定な二次圧力が流体室Ａに設定され，各二次側流路２ｔ（３ｔ）および接続管

１１（１２）さらには逆止弁機構１３（１４）に着脱自在に接続された管６（７）

を通り，トーチ部８の火口８ｂからの流量を，二次圧力を介して一定流量として流

出させる。 

すなわち，調圧ダイヤル２ｒ（３ｒ）を外部から適宜回動させて調圧ばね２ｓ（３

ｓ）の調圧ピストン２ｑ（３ｑ）に対する付勢力を変化させ，異径弁体２ｃ（３ｃ）

の軸方向における釣り合い位置を適宜変化させることにより，一次側流路２ｉ（３

ｉ）から流体室Ａの方向に流出される燃性ガス（支燃性ガス）の二次圧および火口

８ｂからの流量などが随時所望の値に調整されるとともに，調圧ピストン２ｑ（３

ｑ）が弁体ハウジング２ｂ（３ｂ）から遠ざかる方向に調圧ダイヤルを回動させる

ことにより，一次側流路２ｉ（３ｉ）と二次側の流体室Ａとの遮断が随時迅速に行

われる。  

 こうして，流体室Ａに，調圧ダイヤル２ｒ（３ｒ）の回動量に応じた所望の値の

安定な二次圧および火口８ｂからの一定流量で流出された燃性ガス（支燃性ガス）

は，二次側流路２ｔ（３ｔ）および接続管１１（１２），さらには逆止弁機構１３（１

４）および管６（７）を通じてトーチ部８に供給される。」（４頁左下欄１３行～５

頁右上欄１１行） 
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⑩第１図 

 

イ 以上から，甲３発明は以下のとおりのものと認められる。 

 甲３文献には，比較的微細な火焔を安定に形成することが必要とされる用途に好

適な携帯用トーチに関する発明（甲３発明）が記載されている（②）。 

 従来，彫金などにおける微細な蝋付けや溶接作業のように，作業空間が狭く，か

つ比較的微細な火焔を必要とする用途に使用される携帯用トーチとして，小型の燃

性ガスボンベ及び支燃性ガスボンベのそれぞれに装着されたガス調圧機構で所定の

圧に調整された燃性ガス及び支燃性ガスをホースでトーチに導き，トーチに設けら

れた流量調節機構でトーチ先端部の火口に供給される燃性ガス及び支燃性ガスの流

量調整や供給及び供給停止の制御を行う構造のものがあった（③）。 

 従来の携帯用トーチは，①調圧機構と流量調整機構とが個別に設けられているた

め，微細な火焔を安定に形成することが難しい，②使用の際に各ガス開閉弁又は調

圧機構及び流量調整機構の双方を調整しなければならないので，操作が煩雑になる

とともに，流量調整機構がトーチに設けられているので，狭い作業空間で使用され

る比較的小さなトーチでは流量調整機構のつまみなどが把持の障害になるなどして

トーチの操作性が損なわれる，という問題があった（④）。 
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 甲３文献に記載された携帯用トーチは，微細な火焔を安定に形成することを目的

とし，また，操作性を向上させることを目的としている（④）。 

 甲３文献に記載された携帯用トーチは，燃性ガスボンベ及び支燃性ガスボンベの

各々にそれぞれの一次側が接続される複数の調圧機構と，複数の調圧機構のそれぞ

れの二次側に可撓性の管を介して接続されたトーチ部とからなる携帯用トーチであ

り，複数の調圧機構は，いずれも異径弁体と調圧ピストンと調圧ダイヤルとで構成

される（①，⑥～⑨）。 

 甲３文献に記載された携帯用トーチは，①複数の調圧機構のそれぞれに設けられ

た調圧ダイヤルの操作により，燃性ガスボンベ及び支燃性ガスボンベからそれぞれ

トーチ部に供給される燃性ガス及び支燃性ガスの遮断及びガス圧調整による流量制

御を行うことができるので，ガス圧及び流量の調整を個別に行う場合に比べて，比

較的小さな流量の燃性ガス及び支燃性ガスをトーチ部に安定供給することが可能に

なり，トーチ部の火口に微細な火焔を安定に形成することできる，②調圧ダイヤル

のみの操作により，トーチ部に供給される燃性ガス及び支燃性ガスの遮断及びガス

圧調整による流量制御を行うことができるとともに，トーチ部に把持の障害になる

余分な機構を設ける必要がないので，操作性が向上する，という効果を奏する（⑤）。 

 したがって，甲３文献に記載された携帯用トーチは，従来の携帯用トーチの問題

を，「燃性ガスボンベ及び支燃性ガスボンベの各々にそれぞれの一次側が接続される

複数の調圧機構と，複数の調圧機構のそれぞれの二次側に可撓性の管を介して接続

されたトーチ部とからなる携帯用トーチであり，複数の調圧機構は，いずれも異径

弁体と調圧ピストンと調圧ダイヤルとで構成される」という構成を採用することに

よって解決したものである。 

  ウ 原告の主張に対する判断 

原告は，甲３文献から，いわゆる高圧ガスボンベに装着してガスを取り出す構成

及びガスボンベの収納容器に関する一般的な構成を，携帯用トーチから独立して，

ひとまとまりの技術として把握することができる，として，甲３文献には，原告甲
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３発明が記載されている，と主張する。 

しかし，前記イ認定のとおり，甲３発明の異径弁体と調圧ピストンと調圧ダイヤ

ルとで構成される「調圧機構２」は，単に燃性ガスボンベ及び支燃性ガスボンベか

ら取り出したガスを調整して送り出す機構であるだけでなく，携帯用トーチに使用

されることによって，比較的小さな流量の燃性ガス及び支燃性ガスをトーチ部に安

定供給することが可能になり，トーチ部の火口に微細な火焔を安定に形成すること

できる，操作性が向上する，という技術的意義を有するものである。したがって，

この構成はトーチ部の存在を前提とするひとまとまりの技術思想をなしており，ト

ーチ部から独立して把握することができない。 

そして，甲３文献に記載された収納ケース１及び蓋体１ｄは，上記調圧ダイヤル

を外側から操作でき，かつ，燃性ガスボンベ及び支燃性ガスボンベを収納するよう

構成されているから，調圧ダイヤルから独立して把握することができず，したがっ

て，トーチ部から独立して把握することができない。 

そうすると，甲３発明は，前記第２，３(3)のとおり認定することができる。 

 甲３文献に原告甲３発明が記載されていることを前提とする原告のその余の主張

を採用することもできない。 

 原告は，甲３文献，甲４文献，甲６文献及び甲７～９は，いずれも，「ガスボンベ

からガスを取り出してガスを送り出す装置」の具体的構成に関する技術であるとこ

ろ，それぞれ具体的用途が相違するにもかかわらず，同じ出願人，発明者（考案者）

が，各出願，発明をしていると主張するが，そうであるからといって，上記判断が

左右されることはない。 

  (2) 引用発明と甲３発明との組合せの動機付けについて 

ア 発明の課題 

甲２文献の「デスクトップ器体としてその前板にて後部に直立した炭酸ガス供給

用ボンベを遮蔽して違和感を無くする」（【０００６】）との記載，及び甲１０からは，

美顔器や観賞用水槽装置のように家庭内で利用される器具については，むき出しの
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ガスボンベの外観が見苦しいという課題があることは認められるものの，用途を問

わないガスボンベ一般についても当該課題があるとまでは認めることができない。  

これに対し，甲３発明の燃性ガスボンベ及び支燃性ガスボンベは，彫金などにお

ける微細な蝋付けや溶接作業のための携帯用トーチに装着されるものであるから，

必ずしも家庭内で利用される器具に用いられるものとはいえない。そうすると，こ

れらの燃性ガスボンベ及び支燃性ガスボンベがむき出しになっていたとしても，そ

の外観が見苦しいという課題が直ちに生じるということはできず，燃性ガスボンベ

及び支燃性ガスボンベが収納ケース１及び蓋体１ｄからなる収納容器に収納されて

いるとしても，その収納容器は，むき出しのガスボンベの外観が見苦しいという課

題を解決するものとはいえない。 

  イ 技術分野 

引用発明の属する技術の分野は美顔器であり，甲３発明の属する技術分野は携帯

用トーチである。 

  ウ 作用・機能の共通性 

引用発明は炭酸ガス混合化粧水を噴霧する装置であるのに対し，甲３発明は燃性

ガスと支燃性ガスとの混合ガスを燃焼させて微細な火焔を形成し，彫金などにおけ

る微細な蝋付けや溶接作業を行うための装置であり，ガスを噴出させる目的に何ら

共通するところがないから，両者の作用，機能が共通するとはいえない。 

エ 小括 

以上のとおり，引用発明と甲３発明とは，その発明の課題，技術分野及び作用・

機能が異なるから，その余の点について判断するまでもなく，引用発明に甲３発明

を組み合わせる動機付けがあるとはいえない。 

(3) 以上より，引用発明に甲３発明を組み合わせることができないから，相違

点４～６に係る本件発明１の構成を引用発明に採用することができない。取消事由

１（１－１及び１－２を含む。）は，その余の点について判断するまでもなく，理由

がない。 
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４ 取消事由２（甲４発明の認定及び組合せの認定判断の誤り）について 

 (1) 甲４発明の認定 

ア 甲４文献には，以下の記載がある（甲４）。 

①「［産業上の利用分野］本発明は，携帯用トーチに関し，特に比較的微細な火焔

を安定的に形成することが必要とされる携帯用トーチに適用して有効な技術に関す

る。」（１頁右欄６行～９行） 

②「［従来の技術］たとえば，彫金等における微細な蝋付けや溶接作業等のように，

比較的微細な火焔を必要とする用途に使用される携帯用トーチとしては，ガスボン

ベが設けられるトーチ本体と，前記ガスボンベからガス調圧機構を介して供給され

たガスにより火焔が形成されるトーチ部とを備え，前記トーチ部がガス流量調整機

構を有していないものがある。」（１頁右欄１０行～１７行） 

③「［発明が解決しようとする問題点］しかしながら，前記した携帯用トーチで比

較的微細な火焔を安定的に形成する場合には，そのトーチ部がガス流量調整機能を

有していないため，高圧ガスボンベからのガス圧をガス調圧機構により大幅に減圧

してトーチ部に供給しなければならない。 

 このように前記した携帯用トーチは，そのガス調圧機構によるガス圧の大幅な減

圧作用が必要とされるため，該ガス調圧機構を大形化し精密化しなければならない

という問題点がある。 

 本発明の目的は，調圧機構の小形化や簡易化を図ることができる携帯用トーチを

提供することにある。」（１頁右欄１８行～２頁左上欄１１行） 

④「［問題点を解決するための手段］本発明の携帯用トーチは，ガス流量調整機能

を有していないトーチ部側からガス調圧機構側へのガスの流れを阻止する逆止弁が

該調圧機構とトーチ部との間に介在され，前記逆止弁は，前記調圧機構側から前記

トーチ部側へ流れるガス圧を減圧する機能をも備えている構造としたものである。」

（２頁左上欄１２行～１８行） 

⑤「［作用］・・・逆止弁は，ガス調圧機構側からトーチ部側へ流れるガス圧を減
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圧する機能をも備えていることにより該トーチ部への供給ガスはガス調圧機構の他

に，該逆止弁によっても減圧されるので，ガス調圧機構による減圧作用を減少させ

ることができ，該ガス調圧機構の小形化や構造の簡易化を図ることができる。」（２

頁左上欄１９行～右上欄１２行） 

⑥「本実施例の携帯用トーチは，トーチ本体２１と，トーチ部２２と，トーチ本

体２１とトーチ部２２とを接続している一対のガス供給用管２３と，トーチ部用の

スタンド２４とを備えている。  

 前記トーチ本体２１は，第１図ないし第３図に示すように表ケース部材２５ａと

裏ケース部材２５ｂとを，たとえばねじ２５ｃ等により結合させて形成された収納

ケース２５と，この収納ケース２５の下部に着脱自在に設けられた底ケース２６と

を有している。」（２頁左下欄２行～１１行） 

 ⑦「トーチ本体２１の内部には，第６図に示すように，たとえば液化石油ガス等

の燃性ガスが封入された燃性ガスボンベ３０と，酸素ガス等の支燃性ガスを封入さ

れた支燃性ガスボンベ３１とが交換自在に並設されている。前記一対の管２３の

各々はこれらのガスボンベ３０，３１の一方に夫々連通され，各ガスボンベ３０，

３１からの燃性ガスおよび支燃性ガスの各々をトーチ部２２に導き出す。」（２頁右

下欄１５行～３頁左上欄３行） 

 ⑧「前記トーチ部２２は，第１図および第７図に示すように把持部２２ａと，こ

の把持部２２ａの先端部に着脱自在に螺着された火口２２ｂとで形成されていて，

管２３，２３を通じて供給される燃性ガス及び支燃性ガスが把持部２２ａで混合さ

れ，この混合ガスの火焔が火口２２ｂに形成されるようになっている。このトーチ

部２２は，ガス流量調整機構を有していない構造とされている。」（４頁左上欄６行

～１３行） 

 ⑨「第６図に示すように収納ケース２５の内部には，一対のガス調圧機構４１，

４２がパネル２５ｅに固定されて併設されている。  

 調圧機構４１，４２の各々の一次側には，ガスボンベ３０，３１が螺合されて着
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脱自在に接続され，調圧機構４１，４２の二次側には，管２３，２３を介してトー

チ部２２が接続されている。  

 なお，本実施例においては，調圧機構４１，４２の内部構造は，同一であるので，

以下の説明では調圧機構４１の構造を主に説明する。  

 調圧機構４１の筒状の本体４３内には，弁体ハウジング４４が螺着されている。

弁体ハウジング４４内の軸方向には，該弁体ハウジング４４を貫通し，一端側が二

次側に突出される異径弁体４５が設けられている。  

 異径弁体４５は，大径部４５ａ，テーパ部４５ｂ，小径部４５ｃから形成されて

いる。また，異径弁体４５は，弁座Ｏリング４６に挿通され，この弁座Ｏリング４

６は弁体ハウジング４４内の弁座押さえ４７によって保持されている。  

 弁座Ｏリング４６の内径は，異径弁体４５の大径部４５ａより小さく，小径部４

５ｃより大きくされている。  

 弁座押さえ４７内には，異径弁体４５をその軸方向に案内する一次側流路４７ａ

が貫通して形成されている。弁座押さえ４７の外端側には，フィルタ４８を介して

開栓針４９が螺着され，この開栓針４９内にはその軸方向に透孔４９ａが貫通して

形成されている。  

 一次側流路４７ａ内には，弁ばね５０が設けられ，この弁ばね５０は異径弁体４

５を弁体ハウジング４４から突出させる方向に付勢している。  

 開栓針４９の周囲には，ボンベパッキン５１が装着され，このボンベパッキン５

１はガスボンベ３０が螺着されるボンベホルダ５２によって固定されている。  

 弁体ハウジング４４の対向位置における調圧機構４１内には，軸方向に移動自在

な調圧ピストン５３が設けられ，また調圧ピストン５３と弁体ハウジング４４との

間には，流体室５４が形成されている。  

 調圧ピストン５３の端面には，異径弁体４５の小径部４５ｃの端部が弁ばね５０

によって付勢されて当接されている。  

 調圧ピストン５３の背面側と調圧ダイヤル３５との間には，調圧ばね５５が介設
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されている。  

 調圧ダイヤル３５は，本体４３に螺着されて該収納ケース２５の外部に突出され

ている。そして，調圧ダイヤル３５を所望の方向に回動させることにより発生され

る該調圧ダイヤル３５の変位が調圧ばね５５および調圧ピストン５３を介して異径

弁体４５に伝達されるようになっている。 

調圧機構４１の流体室５４からは，ガス出口５６が該調圧機構４１に対し交軸方

向に延在し，このガス出口５６からは，・・・ガス取出口２９が該ガス出口５６の延

在方向に対し直角方向（第６図においては，その紙面に対して垂直方向）に延在し

ている。ガス取出口２９は，接続管等を介することなく，調圧機構４１に直接取り

付けられている。 

そして，調圧機構４１のガス出口５６と，他方の調圧機構４２のガス出口５６と

は，互いに対向的に配置され，また夫々のガス取出口２９，２９が同一方向側で平

行に延在されている。 

ガス出口５６，５６内には，ト－チ部２２側から調圧機構４１，４２側へのガス

の流れを阻止する逆止弁５７，５７が夫々設けられている。 

逆止弁５７，５７は，調圧機構４１，４２側から前記トーチ部２２側へ流れるガ

ス圧を所定圧だけ減圧する機能をも備えている。したがって，トーチ部２２に供給

されるガスは，調圧機構４１，４２の他に，この逆止弁５７，５７によっても減圧

されるようになっている。」（４頁右上欄３行～５頁左上欄１５行） 

⑩ここで，第６図に示す状態は，ガスボンベ３０，３１の封板（図示せず）が夫々

の開栓針４９によって開封され，該ガスボンベ３０，３１内の比較的高圧のガスが

夫々の開栓針４９の透孔４９ａとフィルタ４８を通じて一次側流路４７ａに夫々流

入されている状態を示している。しかし，この一次側流路４７ａ内のガスは，異径

弁体４５の大径部４５ａが弁座Ｏリング４６に圧入密着されて一次側流路４７ａと

流体室５４とが遮断されているため，該流体室５４には流入されていない。  

 この状態において，調圧ダイヤル３５を所要の設定値まで回動させ，調圧ばね５
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５および調圧ピストン５３を介して異径弁体４５を弁体ハウジング４４内に押し込

む方向に変位させる。  

 この変位により，弁座Ｏリング４６に対する大径部４５ａの密着状態が開放され，

小径部４５ｃと弁座Ｏリング４６の内周部との間を通じて一次側流路４７ａのガス

が流体室５４に流出する。  

 この場合に，流体室５４のガス圧が調圧ダイヤル３５で設定した所要の設定圧よ

り高圧になった際には，そのガス圧により調圧ピストン５３が押し上げられ，大径

部４５ａが弁座Ｏリング４６に密着されて一次側流路４７ａと流体室５４とが遮断

される。  

 これとは逆に，流体室５４のガス圧が調圧ダイヤル３５で設定した所要の設定圧

より低圧になった際には，調圧ばね５５の付勢力により調圧ピストン５３が押し下

げられ，大径部４５ａと弁座Ｏリング４６との密着状態が開放されて一次側流路４

７ａのガスが流体室５４に流出する。  

 このように，本実施例によれば，異径弁体４５の弁座Ｏリング４６に対する密着

とその開放とにより，調圧ダイヤル３５で設定した所要の設定圧が安定した状態で

維持され，この二次圧力を介してトーチ部２２の火口２２ｂから一定量のガスが流

出される。  

 また，調圧ダイヤル３５を適宜回動させて調圧ばね５５の調圧ピストン５３に対

する付勢力を変化させることにより，トーチ部２２の火口２２ｂからのガス流量等

を所望の値に安定した状態で調整することができる。 

次に，このようにして夫々の流体室５４に流入したガスは，ガス出口５６と逆止

弁５７とガス取出口２９と管２３を通じてトーチ部２２に供給されて混合され，そ

の火口２２ｂから流出され火焔を形成する。 

この場合に，本実施例においては，逆止弁５７が設けられていることにより，火

口２２ｂから管２３を通じて燃性ガスが逆火した場合でも，該管２３の内圧の上昇

によって逆止弁５７が閉じられるので，調圧機構４１内に逆火焔が侵入せず，安全
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性の向上を図ることができる。」（６頁左上欄１０行～右下欄１行） 

⑪「また，本実施例における逆止弁５７，５７は，調圧機構４１，４２から前記

トーチ部２２側へ流れるガス圧を所定圧だけ減圧する機能を備えているので，トー

チ部２２に供給されるガスは，調圧機構４１，４２の他に，夫々の逆止弁５７，５

７によっても減圧される。このため，このような逆止弁５７を持たない携帯用トー

チに比べ，調圧機構４１，４２による減圧作用を減少させることができ，該調圧機

構４１，４２の小形化や構造の簡素化を図ることができる。」（６頁右下欄７行～１

６行） 

⑫第１図             ⑬第３図 
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⑭第６図 

 

イ 以上から，甲４発明は，以下のとおりのものと認められる。 

 甲４文献には，比較的微細な火焔を安定的に形成することが必要とされる携帯ト

ーチに関する発明（甲４発明）が記載されている（①）。 

 従来，彫金などにおける微細な蝋付けや溶接作業のように，比較的微細な火焔を

必要とする用途に使用される携帯用トーチとしては，ガスボンベが設けられるトー

チ本体と，ガスボンベからガス調圧機構を介して供給されたガスにより火焔が形成

されるトーチ部とを備え，トーチ部がガス流量調整機構を有しないものがあった

（②）。 

 従来の携帯用トーチは，トーチ部がガス流量調整機構を有しないため，比較的微

細な火焔を安定的に形成するには，高圧ガスボンベからのガス圧を大幅に減圧して

トーチ部に供給しなければならず，そのような大幅な減圧作用を実現するにはガス

調圧機構を大型化し，精密化しなければならないという問題があった（③）。 

 甲４文献に記載された携帯用トーチは，ガス調圧機構の小形化や簡易化を図るこ

とを目的としている（③）。 
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 甲４文献に記載された携帯用トーチは，ガス流量調整機能を有しないトーチ部か

らガス調圧機構側へのガスの流れを阻止するとともに，ガス調圧機構側からトーチ

部側へ流れるガス圧を減圧する逆止弁を，ガス調圧機構とトーチ部との間に介在さ

せたものである（④，⑥～⑩）。 

 甲４文献に記載された携帯用トーチは，トーチ部へ供給されるガス圧がガス調圧

機構に加えて逆止弁によっても減圧されるので，ガス調圧機構による減圧作用はそ

の分だけ小さくてよく，したがって，ガス調圧機構を小型化し，その構造を簡易化

することができるという効果を奏する（⑤，⑪）。 

 したがって，甲４文献に記載された携帯用トーチは，従来の携帯用トーチの問題

を，「ガス流量調整機能を有しないトーチ部からガス調圧機構側へのガスの流れを阻

止するとともに，ガス調圧機構側からトーチ部側へ流れるガス圧を減圧する逆止弁

を，ガス調圧機構とトーチ部との間に介在させる」という構成を採用することによ

って解決したものである。 

ウ 原告の主張に対する判断 

原告は，甲４文献についても甲３文献と同様の議論が当てはまるから，甲４文献

から原告甲４発明が認定されるべきであると主張する。 

しかし，甲４文献に記載された携帯用トーチが奏する効果に鑑みると，甲４文献

に記載された携帯用トーチに採用された前記の構成の技術的意義は，トーチ部へ供

給されるガス圧がガス調圧機構に加えて逆止弁によっても減圧されるので，ガス調

圧機構の減圧作用がその分だけ小さくてよく，トーチ部がガス流量調整機構を有し

なくても，また，ガス調圧機構を大型化し，精密化しなくても，比較的微細な火焔

を安定的に形成することができる，という点にあるものと認められる。この技術的

意義は，トーチ部があることを前提とするものであり，トーチ部が存在しなければ

失われてしまうものであることは明らかである。 

 そうすると，甲４文献に記載された発明は，トーチ部を有する，ひとまとまりの

技術思想（すなわち，携帯用トーチ）として認定するべきであって，甲４発明は，
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以下のとおり認定することができる。 

「燃性ガスを導く管と支燃性ガスを導く管との一対の管２３と，  

 トーチ部２２であって，  

一対の管２３の一端部に接続され，  

トーチ部２２の先端に設けられる火口２２ｂと，  

一対の管２３からの燃性ガスと支燃性ガスを，火口２２ｂから噴出させるトーチ部

２２と，  

 燃性ガスボンベ３０及び支燃性ガスボンベ３１であって，それぞれ，  

全体の形状が上下に細長く形成され，  

上端の小径部と，  

上端の小径部の装着端に設けられる封板と  

を有する燃性ガスボンベ３０及び支燃性ガスボンベ３１と，  

 一方向および反対方向に水平回転可能な２つの調圧ダイヤル３５，３５と，  

 燃性ガスボンベ３０及び支燃性ガスボンベ３１を収納するトーチ本体２１であっ

て，  

 調圧機構４１及び調圧機構４２を有する収納ケース２５であって，  

下開口であり，  

２つの調圧ダイヤル３５，３５は，収納ケース２５の上方で操作可能であり，  

調圧機構４１及び調圧機構４２を有する収納ケース２５内には，  

燃性ガスボンベ３０が，燃性ガスボンベ３０を取替え可能に，螺着されるボンベホ

ルダ５２と，支燃性ガスボンベ３１が，支燃性ガスボンベ３１を取替え可能に，螺

着されるボンベホルダ５２とを備え，  

燃性ガスボンベ３０をボンベホルダ５２に螺着した際，透孔４９ａを有する開栓針

４９がその燃性ガスボンベ３０の封板を貫通して燃性ガスボンベ３０からのガスが

前記透孔４９ａを介して流入される，一次側流路４７ａ及び流体室５４が形成され，

また，  
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支燃性ガスボンベ３１をボンベホルダ５２に螺着した際，透孔４９ａを有する開栓

針４９がその支燃性ガスボンベ３１の封板を貫通して支燃性ガスボンベ３１からの

ガスが前記透孔４９ａを介して流入される，一次側流路４７ａ及び流体室５４が形

成され，  

一方の調圧ダイヤル３５の回転によって前記一次側流路４７ａ及び流体室５４を介

する燃性ガスの停止及び調整をして，燃性ガスボンベ３０から逆止弁５７を介して

一対の管２３の他端部に供給し，  

他方の調圧ダイヤル３５の回転によって前記一次側流路４７ａ及び流体室５４を介

する支燃性ガスの停止及び調整をして，支燃性ガスボンベ３１から逆止弁５７を介

して一対の管２３の他端部に供給する，調圧機構４１及び調圧機構４２を有する収

納ケース２５と，  

 底ケース２６であって，  

上開口であり，  

収納ケース２５の下端開口縁と着脱自在であり，  

調圧機構４１及び調圧機構４２を有する収納ケース２５の２つの前記ボンベホルダ

５２のそれぞれに燃性ガスボンベ３０と支燃性ガスボンベ３１を螺着した状態で

は，燃性ガスボンベ３０及び支燃性ガスボンベ３１を収納する，  

底ケース２６と  

を備えトーチ本体２１を含む  

携帯用トーチ。」 

 甲４文献に原告甲４発明が記載されているとの原告の主張を採用することはでき

ず，この主張を前提とする原告のその余の主張を採用することもできない。 

  (2) 引用発明と甲４発明との組合せの動機付けについて 

ア 発明の課題 

前記３(2)アのとおり，引用発明の美顔器や観賞用水槽装置のように家庭内で利用

される器具については，むき出しのガスボンベの外観が見苦しいという課題がある
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ことは認められるものの，用途を問わないガスボンベ一般についても当該課題があ

るとまでは認めることができない。 

これに対し，甲４発明のガスボンベは，彫金などにおける微細な蝋付けや溶接作

業のための携帯用トーチに装着されるものであるから，必ずしも家庭内で利用され

る器具に用いられるものとはいえない。そうすると，高圧ガスボンベがむき出しに

なっていたとしても，その外観が見苦しいという課題が生じるということはできず，

したがって，ガスボンベが収納容器に収納されているとしても，その収納容器は，

むき出しのガスボンベの外観が見苦しいという課題を解決するものとはいえない。

また，甲４発明は，従来の携帯用トーチはトーチ部がガス流量調整機構を有しない

ため，比較的微細な火焔を安定的に形成するには高圧ガスボンベからのガス圧を大

幅に減圧してトーチ部に供給しなければならず，そのような大幅な減圧作用を実現

するにはガス調圧機構を大型化し，精密化しなければならないという問題を解決し

ようとするものであるのに対し，引用発明はスプレー本体１に噴出調整用摘子１６

及び操作レバー１２を有するものであり，甲４発明が解決しようとする課題自体が

生じない。 

  イ 技術分野 

引用発明の属する技術の分野は美顔器であり，甲４発明の属する技術分野は携帯

用トーチである。 

  ウ 作用・機能の共通性 

引用発明は炭酸ガス混合化粧水を噴霧する装置であるのに対し，甲４発明は高圧

ガスボンベからのガス圧を調圧することによって比較的微細な火焔を安定的に形成

し，彫金などにおける微細な蝋付けや溶接作業を行うための装置であり，ガスを噴

出させる目的に何ら共通するところがないから，両者の作用，機能が共通するとは

いえない。 

エ 小括 

したがって，引用発明と甲４発明とは，その発明の課題，技術分野及び作用・機
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能が異なるから，その余の点について判断するまでもなく，引用発明に甲４発明を

組み合わせる動機付けがあるとはいえない。 

(3) 以上より，引用発明に甲４発明を組み合わせることができないから，相違

点４～６に係る本件発明１の構成を引用発明に採用することができない。取消事由

２（２－１及び２－２を含む。）は，その余の点について判断するまでもなく，理由

がない。 

５ 取消事由３（本件発明２～６の判断の誤り）について 

前記１～４のとおり，審決の本件発明１についての認定判断には結論として誤り

はないから，本件発明２～６についての判断が誤りであるとはいえない。 

したがって，取消事由３には，理由がない。 

第６ 結論 

 よって，原告の請求には理由がないからこれを棄却することとして，主文のとお

り判決する。 
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